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保証および責任 

Fluke の製品はすべて、通常の使用及びサービスの下で、材料および製造上の欠陥がないことを保証しま
す。 保証期間は発送日から 1 年間です。 部品、製品の修理、またはサービスに関する保証期間は 90 日で
す。 この保証は、最初の購入者または Fluke 認定再販者のエンドユーザー･カスタマーにのみに限られま
す。 さらに、ヒューズ、使い捨て電池、または、使用上の間違いがあったり、変更されたり、無視された
り、汚染されたり、事故若しくは異常な動作や取り扱いによって損傷したと Fluke が認めた製品は保証の
対象になりません。 Fluke は、ソフトウエアは実質的にその機能仕様通りに動作すること、また、本ソフ
トウエアは欠陥のないメディアに記録されていることを 90 日間保証します。 しかし、Fluke は、本ソフト
ウエアに欠陥がないことまたは中断なく動作することは保証しておりません。 

Fluke 認定再販者は、新規品且つ未使用の製品に対しエンドユーザー･カスタマーにのみに本保証を行いま
すが、より大きな保証または異なった保証を Fluke の代わりに行う権限は持っていません。 製品が Fluke 
認定販売店で購入されるか、または購入者が適当な国際価格を支払った場合に保証のサポートが受けられま
す。 ある国で購入された製品が修理のため他の国へ送られた場合、Flukeは購入者に、修理パーツ／交換パ
ーツの輸入費用を請求する権利を保有します。 

Fluke の保証義務は、Fluke の見解に従って、保証期間内に Fluke 認定サービス･センターへ返送された欠陥
製品に対する購入価格の払い戻し、無料の修理、または交換に限られます。 

保証サービスを受けるには、最寄りの Fluke 認定サービス･センターへご連絡いただき、返送の許可情報を
入手してください。 その後、問題個所の説明と共に製品を、送料および保険料前払い (FOB 目的地) で、最
寄りの Fluke 認定サービス･センターへご返送ください。 Fluke は輸送中の損傷には責任を負いません。 保
証による修理の後、製品は購入者に送料前払い(FOB 到着地)で返送されます。 当故障が、使用上の誤り、
汚染、変更、事故、または操作や取り扱い上の異常な状況によって生じたと Fluke が判断した場合には、
Fluke は修理費の見積りを提出し、承認を受けた後に修理を開始します。 修理の後、製品は、輸送費前払
いで購入者に返送され、修理費および返送料 （FOB 発送地） の請求書が購入者に送られます。 

本保証は購入者の唯一の救済手段であり、ある特定の目的に対する商品性または適合性に関する黙示の保証
をすべて含むがそれのみに限定されない、明白なまたは黙示の他のすべての保証の代りになるものです。 
データの紛失を含む、あらゆる原因に起因する、特殊な、間接的、偶然的または必然的損害または損失に関
して、それが保証の不履行、または、契約、不法行為、信用、若しくは他のいかなる理論に基づいて発生し
たものであっても、Fluke は一切の責任を負いません。 

ある国また州では、黙示の保証の期間に関する制限、または、偶然的若しくは必然的損害の除外または制限
を認めていません。したがって、本保証の上記の制限および除外規定はある購入者には適用されない場合が
あります。 本保証の規定の一部が、管轄の裁判所またはその他の法的機関により無効または執行不能と見
なされた場合においても、それは他の部分の規定の有効性または執行性に影響を与えません。 
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はじめに 
フルーク・キャリブレーションの 8270A/8370 A High-Pressure Modular 
Controller (本製品) は、それぞれ最大 44 MPa (6300 psi)/107 MPa (15,500 psi) 
の空気圧を正確に測定し、制御できます。本製品により、圧力トランスミッター、
圧力ゲージ、圧力スイッチなどのさまざまな圧力デバイスの校正、試験、そして
特性評価が可能です。  

本製品は、交換可能な圧力測定モジュール (PMM) と圧力コントロール・モジュ
ール (PCM) を使用して圧力の出力を調整します。タッチスクリーン・ディスプ
レイは多言語でのユーザー・インターフェース (UI) に対応します。詳細につい
ては、[装置設定] メニューを参照してください。 

フルーク・キャリブレーションへのお問い合わせ  
フルーク・キャリブレーションへお問い合わせいただくには、下記の番号へお電
話ください: 

 テクニカル・サポート 米国: 1-877-355-3225 

 校正/修理 米国: 1-877-355-3225 

 カナダ: 1-800-36-FLUKE (1-800-363-5853) 

 ヨーロッパ: +31-40-2675-200 

 日本: 03-6714-3114 

 シンガポール: +65-6799-5566 

 中国:  +86-400-810-3435 

 ブラジル:  +55-11-3759-7600 

 その他諸外国: +1-425-446-6110 

製品情報の参照、マニュアル、そして最新のマニュアル追補のダウンロードには、
フルーク・キャリブレーションの Web サイト (www.flukecal.jp) にアクセスして
ください。 

製品を登録するには、http://flukecal.com/register-product をご利用ください。 
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安全に関する情報  
「警告」は使用者に危険を及ぼすような条件や手順であることを示します。
「注意」は、製品や被測定器に損傷を与える可能性がある条件や手順であるこ
とを示します。 

XW警告 

感電、火災、人身傷害を防ぐため、次の注意事項を遵守してくださ

い。 

 高圧システムへの接続および操作は、正しい安全手順を理解し

ている場合のみ、行ってください。高圧の液体および気体は突

然破裂する危険があります。 

 本製品を使用する前に、安全に関する情報をすべてお読みくだ

さい。 

 すべての説明を注意深くお読みください。 

 爆発性のガスまたは蒸気の周辺、結露した環境、または湿気の

多い場所では本製品を使用しないでください。 

 カバーを外した状態やケースが開いた状態で本製品を操作しな

いでください。危険な電圧がかかる可能性があります。本製品

の電源がオンになっているときは、圧力モジュールを正面パネ

ルから交換することが可能です。 

 本製品は室内でのみ使用してください。 

 主電源コードの抜き差しが妨げられるような場所に本製品を設

置しないでください。 

 使用する国の電圧とプラグ構成、および本製品の定格に適合し

た電源コードとコネクターのみを使用してください。 

 電源コードの接地端子を保護接地端子に確実に接続してくださ

い。保護接地端子に接続しないと、生命に関わる電圧が筐体に

生じる可能性があります。 

 電源コードの絶縁体が損傷しているか、絶縁体に磨耗の兆候が

見られる場合は、電源コードを交換してください。 

 本製品は指定された方法でのみ使用してください。指定外の方

法で使用した場合、安全性に問題が生じることがあります。  

 本製品を使って加圧する前に、加圧される圧力システムがすべ

て完全であり、動作圧力の耐圧規定内であることを必ず確認し

てください。 

 端子間や、各端子とアース間に、定格以上の電圧を使用しない

でください。 

 AC 30 V rms、AC 42 V ピーク、または DC 60 V を超える電圧

には触れないでください。 
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 動作に異常が見られる場合は使用しないでください。 

 本製品が損傷した場合は、電源をオフにしてください。 

 指定された交換部品のみをご使用ください。 

 本製品の修理は、フルーク・サービス・センターに依頼してく

ださい。 

 安全保護装置や圧力開放装置は無効にしないでください。 

 本製品を持ち上げて運ぶ際には、必ず 2 つのハンドルを持って

ください。 

記号 
このマニュアルまたは本製品では、表 1 に示された記号が使用されています。 

表 1.  記号 

記号 説明 記号 説明 

X 危険電圧。感電の危険性がありま

す。 
) 北米安全規格については、CSA グル

ープにより認証済み。 

W 危険。重要な情報。マニュアルを参

照。 P 欧州共同体規格に準拠。 

 ユーザー・マニュアルをご確認くだ

さい。 
 オーストラリアの関連する EMC 規

格に準拠 

 ヒューズ  韓国の関連する EMC 規格に準拠。 

 接地端子 ~ 

本製品は WEEE 指令のマーキング要

件に適合しています。添付されたラベ

ルは、この電気/電子製品を一般家庭廃

棄物として廃棄できないことを示しま

す。製品カテゴリー: WEEE 指令の付

属書 I に示される機器タイプに準拠し

て、本製品はカテゴリー 9 「監視およ

び制御装置」の製品に分類されます。

この製品は、一般廃棄物として処分し

ないでください。 

製品マニュアル・セット  
製品マニュアルには以下が含まれます。 

 8270A/8370A の安全に関する情報 
 8270A/8370 A 取扱説明書 (www.Flukecal.com で入手可能) 

 6270A、8270A、8370A Remote Programmers Guide (www.Flukecal.com で
入手可能)   

注文する場合は、Fluke Calibration のカタログを参照するか、Fluke Calibration 
の営業担当者にお問い合わせください。「フルーク・キャリブレーションへのお
問い合わせ」を参照してください。 

このマニュアルでは、本製品を設置して前面パネルから操作する方法について詳
しく説明します。  
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校正および修理に関する情報  
保証期間中に校正または修理が必要になった場合は、認定の Fluke Calibration 
サービス・センターに連絡して修理を依頼してください (「Fluke Calibration へ
のお問い合わせ」を参照)。修理を依頼する場合は、購入日やシリアル番号など
の製品情報を用意してください。 

仕様  
安全に関する仕様については、印刷された「8270A/8370A の安全に関する情
報」を参照してください。全仕様については、「8270A/8370A 仕様」をオンラ
インで参照してください。 

本製品の開梱 
本製品は発泡材組み込み段ボール箱による包装で配送されます。オプションで特
注の発泡材を組み込んだ成形輸送ケースもあります。ユーザー交換可能な部品と
アクセサリーを参照してください。 

製品とアクセサリーを輸送箱から取り出し、保護用プラスチック・バッグから各
部品を取り出します。表 2 に記載された品目がすべて揃っていて、目視できる
損傷がないことを確認します。 

本製品を返送する必要がある場合は、元の梱包箱を使ってください。新しい輸送
箱を注文する場合は、「フルーク・キャリブレーションへのお問い合わせ」を参
照してください。 

表 2.  標準付属品 

品目 モデルまたは部品番号 

本製品 8270A/8370A 

電源コード 表 3 を参照してください。 

PMM (圧力測定モジュール、別途注文) 
大気圧モジュールを含めさまざまな圧力レンジが利用で

きます。Flukecal.com を参照してください。 

PCM (圧力制御モジュール、別途注文) PCM-STD-40M/PCM-STD-100M 

8270A/8370A の安全に関する情報 4938183 

モジュール取り付け工具 5010562 (6 mm 六角ビット)、5013218 (ハンドル) 

8270A シールキット               SK-8270-SERVICE [1] 

8370A シールキット               SK-8370-SERVICE [1] 

1. 交換用シールの取り付けの詳細については、8270A/8370A サービス・マニュアルを参照してくださ

い。 
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製品の設置 
XW警告 

感電、火災、または怪我を防ぐために、本製品の主電源コード周辺

に障害物を置かないでください。電源コードは主電源切断装置にも

なります。ラックに設置すると電源コードへのアクセスが妨げられ

る場合は、設置の一環として、適切な定格の主電源切断スイッチを

手の届くところに用意する必要があります。 

起こり得る人身傷害を防ぐため、次の注意事項を厳守してください: 

 本製品を持ち上げたり、移動したりする際は、適切な方法で行

ってください。本製品は荷重バランスが均一ではなく、重量が 
20 kg 程度になることもあります。 

 本製品を持ち上げて運ぶ際には、必ず 2 つのハンドルを持って

ください。 

本製品は、ベンチまたは標準の 19 インチ機器ラックで使用してください。本製
品を機器ラックに取り付けるには、ラック・マウント・キットを購入してくださ
い。ベンチ上で使用する場合は、本製品を適切な高さの安定した水平面に設置し
てください。見やすいように、前脚を立て製品を傾けることができます。  

製品と試験対象となる圧力機器またはシステム間の接続距離を最小限に抑えると、
制御性能が向上して、圧力整定時間が短縮されます。 

本製品を設置する場合は以下の条件が必要になります。 

 100 V AC ～ 240 V AC 、47 Hz ～ 63 Hz の電源。 

 最大圧力レンジより 10 % 高い圧力で、清浄で乾燥した非腐食性のガスを連
続的に供給する供給源を、製品の SUPPLY ポートに接続する必要がありま
す。最適な制御性能を得るために、供給圧はアクティブな測定レンジの  
100 倍以下に抑える必要があります。製品シャーシの最大圧力を超えないよ
うにしてください。 

 制御圧が 7 kPa (1 psi) 未満のゲージ圧の場合は、90 L/分 (3 cfm) 以上の排気
量の真空ポンプによる絶対圧で 7 kPa (1 psi) の真空源が必要となります 
(8270A のみ)。 
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主電源の接続 
XW 警告 

感電の危険を防ぐために、出荷時に付属している 3 芯導線の電源コ

ードを適切に接地された電源コンセントに接続してください。2 芯
導線アダプターや延長コードは使用しないでください。保護接地接

続が遮断されます。  

電源電圧  
製品に電力を供給するには、電圧範囲 100 V AC ～ 240 V AC、周波数 47 Hz ～ 
63 Hz の電源が必要です。 

本製品には購入された国に適した電源プラグが付属しています。別のタイプが必
要な場合は、表 3 を参照してください。フルーク・キャリブレーションから購
入できる電源プラグのタイプが記載されています。  

表 3.  フルーク・キャリブレーションから入手可能な電源コードのタイプ 

LC-1 LC-3
LC-4 LC-5

LC-6 LC-7 LC-42

 
 hhp004.eps 

 

タイプ フルーク・キャリブレーションのオプション番号 

北アメリカ LC-1 

EU 全域 LC-3 

イギリス (UK) LC-4 

スイス LC-5 

オーストラリア LC-6 

南アフリカ LC-7 

ブラジル LC-42 
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モジュール ベイへのアクセス 
本製品を適切に配置したら (標準の 19 インチ・ラック内またはベンチの上)、モ
ジュール・ベイに圧力モジュールを取り付けます。使用する前に、圧力コントロ
ール・モジュール (PCM) と圧力測定モジュール (PMM) を取り付けます。PCM 
ボルトのトルク値については、「PCM の取り付け」を参照してください。 

注記 
PMM の交換または取り付け中に、本製品の背面パネルにある電源
スイッチをオン/オフできます。  

�W 警告 

人身事故を防止するために、PCM を取り外す前に、供給圧を開放
してください。  

モジュール・ベイにアクセスするには、図 1 を参照してください。 

1. 数値キーの下にあるハンドル () を引き出します。これで前面パネルのロッ
クが解除されます。 

2. ハンドルを引いて前面パネルを引き出し、モジュール・ベイ () にアクセス
します。  

注記 
前面パネルのロックが解除され引き出されると、安全のため本製品
は自動的に大気開放されます。前面パネルを開くと、閉じるまでシ
ステムは大気開放モードのままになります。 

保守点検作業については、サービス・マニュアルの保守点検詳細を
参照してください。  

標準操作では、システムの空気圧バルブは常閉タイプです。シャー
シの電力/圧力遮断処理に応じて、さまざまなトラップ圧力レベルを
使用できます。  

高圧力がかかっている最中に製品への電力が落ちた場合は、圧力供
給を止め、システムをほとんど減圧してください。可能ならば、シ
ステムの電源を入れてベントを実施してください。  

前面パネルを開く前に、高感度の低圧機器をテスト・ポートから取
り外してください。オプションのアイソレーション・バルブを使用
して、感圧機器の保護を強化してください。 
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1

2

 
ifb001.eps 

図 1.モジュール・ベイ 

PMM の取り付け 
PMM は個別に梱包され配送されます。本製品の電源がオンまたはオフの状態で 
PMM を取り付けられます。8270A では、PMM は未使用のスロットに順不同で
取り付けることができます。8370A では、測定モジュールの右端 (制御モジュー
ルに最も近い位置) に 70 MPa (10,000 psi) 以上のフル・スケールが配置される
ようにする必要があります。システムを正常に作動させるために、このスロット
にモジュールを取り付ける必要があります。前面パネルを開くと、各モジュール
を接続した後に圧力レンジなどのモジュールの情報が表示されます。取り付け時
に本製品によって PMM 情報が検出され、[Modules (モジュール)] メニューに情
報が表示されます (「モジュール」を参照)。 
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PMM を取り付けるには、次の手順に従います。 

W注意 

モジュール内の圧力センサーの損傷を防ぐため、モジュールの落下
に注意してください。 

1. 輸送用の箱から PMM を取り出します。 

2. PMM のテスト・ポートとリファレンス・ポートからプラスチック製の保護
カバーを取り外します。 

3. テスト・ポートとリファレンス・ポートの O リングがモジュールに適切に取
り付けられ、断裂や損傷がないことを確認します。O リングが紛失または破
損した場合に備えて、追加の O リングが用意されています。 

4. 「モジュール・ベイへのアクセス」の章に記載されているように、前面パネ
ルを開きモジュール・ベイにアクセスします。 

5. PMM の下部にあるスロットは、製品ケース内の下部にある溝に差し込むよ
うになっています。図 1 () を参照してください。溝とスロットを揃えて、
PMM を製品ケース内で停止するまでスライドさせます。図 2 を参照してく
ださい。  

6. 44 MPa (6,300 psi) 以下のモジュールについては、PMM のノブを時計回りに
回して、カチッと 1 回音がするまで締め付けます。44 MPa (6300 psi) を超
えるフル・スケールの高圧モジュールについては、圧力接続口を締め付ける
ために標準的な六角ボルトを使用します。モジュールの接続には 6 mm 六角
レンチが必要です (シャーシに付属)。これらの高圧モジュールには、トルク
制限機能はありません。推奨トルクは 
10 ～ 14 N ꞏ m です。 

注記 
PMM のノブはトルク制限があり、ある値以上のトルクが加わると
空回りします。これにより、誤って締めすぎによるマニホールドの
破損を防止します。  

7. PMM をマニホールドに固定すると、モジュールが自動的にディスプレイに
表示されます。メイン・ディスプレイから、PMM が正しく取り付けられた
ことを確認します。  

注記 
モジュール・ベイを開くと、前面パネルのディスプレイにスロット
と取り付けられた PMM が視覚的に表示されます。これにより、新
しく取り付けた PMM が接続され、通信していることをすばやく確
認できます。 

8. 他の PMM でもこの手順を繰り返します。 

9. 前面パネルを閉じ、ハンドルを戻してロックします。 
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図 2.PMM の取り付け 
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PCM の取り付け 
本製品の注文内容に応じて、PCM はユニット内に取り付けられた状態または別
の箱に梱包された状態で配送されます。 

PCM を取り付けるには、次の手順に従います。 

W注意 

モジュール内のセンサーの損傷を防ぐために、モジュール落下に注
意してください。 

1. PCM を梱包用の箱から取り出します。   

2. PCM の圧力ポートからプラスチック製の保護カバーを取り外します。 

3. 「モジュール・ベイへのアクセス」の章の記載どおりモジュール・ベイを開
きます。 

4. PCM はモジュール・ベイ内の右端にあります。PCM の下部の溝をモジュー
ル・ベイ内の PCM スロットに合わせます。図 3 を参照してください。 

5. PCM を所定の位置にスライドさせます。 

6. 6 mm 六角レンチを使用して、PCM の前面に 2 本のボルトを締め付けます。
推奨トルクは 10 ～ 14 N ꞏ m です。  

W注意 

内部マニホールドの破損を防ぐために、過度のトルクを加えないよ
うに注意してください。 

7. 前面パネルを閉じ、ハンドルを戻してロックします。 

 
ifb021.eps 

図 3.PCM の取り付け 

大気圧モジュール 
ゲージ・モード・モジュールを使用する絶対圧計測では、気圧計モジュール 
(PM200-A100K、PM500-A120K、PM500-BA120K、PM500-A200K、または 
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BRM600-BA100K) を取り付ける必要があります。「大気圧」を参照してくださ
い。モジュールは、オートゼロ基準として選択することもできます。「オートゼ
ロ - 絶対圧モード」を参照してください。 

背面パネルの圧力接続マニフォルド  
8270A には次の 3 タイプのマニフォルドのいずれかが搭載されています。  

 NPT 

 BSP 

 SAE 

マニフォルドの仕様は本体の右下にマーキングされています。表 4 に各マニフ
ォルドと圧力ポート・サイズを示します。マニホールドの取り付けについては、
「メンテナンス」の章を参照してください。  

表 4.8270A 背面パネル・マニフォルド 

マニフォルド 供給 排気 テスト 
リファレン

ス (REF) 
VENT 

NPT [1] 
1/4 インチ 
NPT 

1/4 インチ 
NPT 

1/4 インチ 
NPT 

1/4 インチ 
NPT 

1/8 インチ 
NPT 

BSP [2] 
1/4 インチ 
BSP 

1/4 インチ 
BSP 

1/4 インチ 
BSP 

1/4 インチ 
BSP 

1/8 インチ 
BSP 

SAE [3] 
7/16-20 
SAE 

7/16-20 
SAE 

7/16-20 
SAE 

7/16-20 
SAE 

7/16-20 
SAE 

[1] シール・テープをオス・アダプターに巻き、しっかりとシールする必要があります。 

[2] ボンデット・シールを用いて、圧力ポートをシールします。 

[3] 圧力ポートをシールするには O リングが必要です (通常は継手に含まれています)。 

ライン・フィッティング・キットを購入すると、マニフォルドへの接続に使用す
る一般的なアダプターを入手できます。詳細については、「ユーザー交換可能な
部品とアクセサリー」を参照してください。 

8370A には、マニフォルド・ブロックのタイプは 1 つしかありません。圧力継
手のタイプは次のとおりです。 

 供給 DH500 

 テスト DH500 

 リファレンス 1/4 インチ NPT 

 排気 1/4 インチ NPT 

 ベント 1/8 インチ NPT 

DH500 は、AE F250C または HiP HF4 に相当する、ねじ式円錐形の高圧継手で
す。 

図 4 および図 5 に空圧回路図を示します。  
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図 4.8270A 空圧回路図  
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図 5.8370A 空圧回路図  
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供給ポート 
供給ポートは、「仕様」に従い、レギュレーターで調整された清浄で乾燥した空
気または窒素の圧力源に接続します。フルーク・キャリブレーションでは、内径
が 2 mm 以上で、十分な耐圧のあるチューブを使用することをお勧めしていま
す。3 m 以上の長さがある場合は、状況によっては準備時間が長くなる可能性が
あります。 

最大圧力レンジより 10 % 高い圧力で、清浄で乾燥した非腐食性のガスを連続的
に供給する供給源を、製品の SUPPLY ポートに接続する必要があります。最適
な制御性能を得るために、供給圧はアクティブな測定レンジの 100 倍以下に抑
える必要があります。製品シャーシの最大圧力を超えないようにしてください。
供給圧は、診断の [設定] > [診断] > [コントロール] で確認できます。 

W注意 

システムの破損を防ぐために、正しいネジ山タイプで正しいサイズ
のアダプター継手を必ず選択してください。使用される機器がすべ
て耐圧の仕様を満たしていること、およびすべての機器が適切に機
能していること (例えば、亀裂やネジ山がつぶれていないこと) を確
認してください。 

本製品の損傷を防ぐために、圧力供給は必ず供給ポートに接続して
ください。異なる圧力ポートに接続すると、本製品が損傷する可能
性があります。  

システムの損傷を防ぎ、供給ガスの浪費を防ぐために、システムに
圧力供給装置を接続する前に PCM を取り付けてください。 

排気ポート (必要に応じて真空ポンプを使用) 
一般的な操作は、排気ポートを大気に開放して行います (制限なし)。大気圧未満
に圧力を制御するには真空ポンプが必要です。真空ポンプを使用しない場合は、
7 kPa (1 psi) 未満のゲージのコントロール性能が低下する可能性があります。真
空ポンプと接続するチューブの内径は 6 mm 以上にしてください。気密性の高
い部屋の場合、窒素 (または他の供給ガス) の蓄積を防ぐために排気ポートを屋
外に配管してください。排気音の低減することを目的として、排気ポートにチュ
ーブを接続することもできます。このとき、排気チューブを塞がないようにして
ください。 

W注意 

本製品の損傷を防ぐため、次のことを守ってください。 

 本製品の排気ポートには決して圧力供給を接続しないでくださ
い。 

 排気ポートと真空ポンプの間の圧力を増大させないために、圧
力制御中は真空ポンプをオンにするか、真空ポンプがオフのと
きは排気ポートを大気開放する必要があります。これは、供給
圧力が本製品の供給ポートに接続され、本製品の換気がオン状
態になっていないとき、本製品の排気ポートから供給ガスが継
続的に排気されるためです。 

 発生圧力を下げる場合、本製品は排気ポートから供給ガスを排
気します。  このガスの流れは、真空ポンプで処理できる量より
多くなることがあります。  高い圧力を発生させる場合は、真空
ポンプをオフにし、排気チューブにはオート・ベントバルブを
装備しておくことをお勧めしています。 
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テスト・ポート 
校正および試験対象となる圧力機器および装置をテストポートに接続します。テ
スト・ポートから負荷ボリュームに接続するチューブの内径は 2 mm より大き
くする必要があります。最適な性能を得るには、最小内径のチューブを使用する
際、チューブを 5 m より短くしてください。  

被校正装置 (DUT) 内部に存在するオイル、グリース、溶剤、および水など本製
品の汚濁がないように、本製品  とともに汚染防止システム (CPS) を使用できま
す。CPS はベンチに置いて、圧力計器や装置をテストするプラットフォームと
して使用します。CPS は TEST ポートに直接接続されます。詳細については、
CPS-40M-HC40/CPS-100M の取扱説明書を参照してください。 

注記 
テスト・ポートからの接続にリークがあると、制御の安定性に影響
し、DUT で測定のエラーが発生するおそれがあります。 

W注意 

本製品の損傷を防ぐために、本製品を液体汚染のあるシステムに接
続する場合は、システムおよびテスト・ラインが清浄にするよう適
当な事前策を講じてください。こういった対処を怠ると、本製品の
汚染により保証対象外の修理が必要になることがあります。 

注記 
圧力コントロール性能の向上と、圧力設定時間を短縮するために、
接続チューブ (圧力配管) を最小限の長さとしてください。  

圧力システムからのリークが多いと、本製品の圧力制御が適切に機
能しません。最適な自動圧力制御のため、そしてデフォルト圧力制
御パラメーターによる許容測定値を確保するための最大許容リーク
レートは設定圧力/分の  0.5 % です。DYNAMIC コントロール・モ
ード (Dynamic A と Dynamic B) では、より高いテスト・システムの
リーク率を処理するために、[コントロール設定] を使用して、出力
安定許容範囲を増加させます。 

REF ポート 
REF ポート (リファレンス・ポート) は、ゲージ圧測定のために大気開放されて
いるか、圧力計器と DUT のリファレンス・ポートに接続されます。 

圧力レンジが低い圧力計では、性能を確保するために特別な対処が必要です。こ
のような機器は大気圧の変化による微小な気圧変動に敏感に反応します。リファ
レンス側は慎重に管理する必要があり、管理を怠ると、通風、ドアの開閉などに
よる気圧変化によって読み取り値に大きな差異が生じてしまいます。本製品はこ
のような変化に追随しますが、DUT と全く同様には反応しないこともあります。
このような変動を制御するために、すべての関連 DUT のリファレンス・ポート 
(「test-(テスト・マイナス)」または「ロー」ポートとも呼ばれます) を本製品の 
REF ポートに接続することをお勧めしています。 
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テスト時間が比較的短い多くの用途では、リファレンス・ポートを大気から密封
できます。これにより大気の圧力変化からリファレンス側が分離され、極めて安
定した圧力測定および制御が可能になります。 

リファレンス・ポートに接続されており、しかもテスト時間が比較的長い場合は、
システムを VENT モードにすることで、システムを定期的にベントします。こ
れにより、温度の影響によるリファレンス・ポートで圧力上昇が発生しません。 

BRM (大気圧基準モジュール) が取り付けられた製品の場合は、大気圧計はリフ
ァレンス・ポートに接続されています。ゲージ圧モードで使用するときは、REF 
ポートを上記のように接続します。絶対圧モードで使用するときに、環境圧力が
不安定な場合、リファレンス・ポートを大気圧から遮断すると、本製品の制御安
定性が向上します。 

ベント・ポート 
本製品をベント (大気開放) すると、ベント・ポートを経由して内部圧力系と大
気がつながります。  

注記 
本製品の適切な動作を確保するために、ベント・ポートは大気開放
したままにしてください。 

コントローラーの設定 (設定メニュー) 
[設定] メニューで、ユーザー設定を行います。メインスクリーンで [Setup (設
定)] にタッチします。画面 に [Setup (設定)] メニューが表示されます。  

設定メニュー 
[設定] メニューには、次のサブメニューがあります。 

[Measure Setup (測定設定)] – このメニューには圧力測定に関するオプションと
パラメーターがあります。各メニュー項目の詳細については、「圧力測定の設
定」を参照してください。 

[Tasks(タスク)] - このメニューには、事前にプログラムされたジョブ (タスク) 
を設定したり実行する選択肢があります。各メニュー項目の詳細については、
「タスクメニュー」を参照してください。 

[Module Information (モジュール情報)] - このメニューには、PMM の設定を表
示し、使用する PMM とモードを選択するための選択肢があります。各メニュー
項目の詳細については、「モジュール選択」を参照してください。 

[Diagnostic(診断)] - このメニューには、システム、測定、制御、およびリモー
ト通信の問題を特定するのに役立つ診断トラブルシューティング・ツールを実行
するオプションとパラメーターがあります。各メニュー項目の詳細については、
「診断」を参照してください。 

[Control Setup(コントロール設定)] – このメニューには、圧力コントロールに
関するオプションとパラメーターがあります。各メニュー項目の詳細については、
「圧力コントロール設定」を参照してください。 

[Instrument Setup (装置設定)] - このメニューには、一般的な装置のオプション
とパラメーターがあります。各メニュー項目の詳細については、次のセクション
を参照してください。 
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注記 
メニューの構成としては、画面の上部にある矢印をタッチすること
で、次のメニューへ移ることができます。 

各メニュー項目の手順については、本マニュアルの該当するセクションを参照し
てください。 

[Instrument Setup (装置設定)] メニュー  
Instrument Setup (装置設定)メニュー ([Setup(設定)]>[Instrument Setup(装置設
定)]) には、次のセクションで説明する以下のサブメニューがあります。  

 Instrument Settings（装置設定） 

 Remote Port（リモート設定） 

 External 24 V (外部２４V) 

 外部バルブ 

 Uncertainty（不確かさ） 

 About This Instrument（この装置について） 

 出荷時のデフォルト設定に戻す 

[Instrument Settings (装置設定)] メニュー 
ユーザー設定を行うには、[Instrument Setup (装置設定)] メニューの 
[Instrument Settings (装置設定)] タブにタッチします。[Instrument Settings (装
置設定)] メニューが表示されます。 

表 5 に [Instrument Settings (装置設定)] メニューの項目について説明します。 

注記 
[日時] および [セキュリティ] パラメーターを変更するにはパスワー
ドが必要です。パスワードのデフォルト設定の変更方法については、
下の「パスワードの変更」を参照してください。 
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表 5.[Instrument Settings (装置設定)] メニュー 

タブ 説明 

[言語] 

UI の言語を変更します。[Launguage(言語)] タブをタッチして、[English(英語)], 
[Italian(イタリア語)], [Spanish(スペイン語)], [Russian(ロシア語)], 
[Portuguese(ポルトガル語)], [Simplified(简体中文)] [Chinese(中国語)], 
[German(ドイツ語)], [Japanese(日本語)], [French(フランス語)], [Korean(韓国

語)], [Czech(チェコ語)], or [Slovak(スロバキア語)]のいずれかを選択します。  メ
イン・メニューで、[Unlock(ロック解除)] ボタンを 3 秒間長押しすると、システ

ムは言語選択メニューに進みます。 

[Date/Time 
 (日付/時刻)] 

日時を設定します。[MM/DD/YYYY]、[DD/MM/YYYY]、または [YYYY-MM-DD] 
(M = 月、D = 日、Y = 年) を使用します。日付のフォーマットを変更するには、

[フォーマット] タブにタッチし、フォーマットを選択して[終了] にタッチしま

す。 

日付と時刻を変更するには、変更するパラメーター ([Month (月)]、[Day (日)]、
[Year (年)]) を押し、右側のキーパッドを使って新しい値を入力します。[ENTER] 
を押して値を保存します。 

ディスプレイ 

ディスプレイの縦横比を調整します。[Display(ディスプレイ)] タブにタッチし

て、[Brightness(明るさ)] および [ScreenTimeout(スクリーン・タイムアウト)] 
パラメーターを表示します。ディスプレイの明るさを変更するには、

[Brightness(明るさ)] タブにタッチし、本製品の前面にあるキーパッドを使って

パーセンテージを調整します。特定の時間が経過すると画面表示がオフになるよ

うに (タイムアウト) 設定することもできます。[スクリーン・タイムアウト] タブ

の矢印をタッチして、[1 min]、[5 min]、[10 min]、[15 min]、[30 min]、または 
[Never] を選択します。  

[Decimal  
(小数点)] 

使用するエリアの小数点区切り文字として、「.」または「,」を指定します。区切

り文字を変更するには、[小数点] タブにタッチします。 

[Screen 
Capture (スク

リーン・キャ

プチャー)] 

本製品は最大 5 つのスクリーン・キャプチャーを保存できます。USB A ポートで 
USB メモリー・スティックを使用して、製品からスクリーン・キャプチャーをコ

ピーすることができます。スクリーン・キャプチャーを行うには、キーパッドの 
0 ボタンを長押しします。[スクリーン・キャプチャー] タブにタッチして、メニ

ューを表示します。このメニューから既存の画面を表示するには、[次へ] ボタン

を使用するか、[削除] ボタンまたは [すべて削除] ボタンを使用して削除します。 

[すべてのファ

イルを消去] 

[すべてのファイルを消去] タブを押すと、パスワードを要求するメッセージが表

示されます。正しいパスワードを入力すると、すべてのスクリーン・キャプチャ

ー・ファイルが消去されます。 
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表 5[Instrument Settings (装置設定)] メニュー (続き) 

メニュー 説明 

パスワードを

変更する 

本製品の校正の係数は、セキュリティ・パスコードによって保護されています。セ

キュリティ・パスワードを入力しなければ、新しい校正係数を内部のメモリーに保

存することはできません。パスワードは、内部のリアルタイム・クロックに日付を

設定する機能も保護します。パスワードが入力されていなければ、本製品のセキュ

リティは常に保護されています。 
パスワードを入力すると、セキュリティ保護が解除されます。[設定] メニューが閉

じているか、製品がリセットされると、製品が自動的に保護されます。リモート・

インターフェース経由で CAL_SECURE コマンドを使用してパスワードを入力す

ると、本製品のセキュリティ保護をいつでも解除できます。本製品は新しい値を受

け入れ、それを最終的にセキュリティ保護する前に、製品のセキュリティ保護を解

除するパスワードを要求します。パスワードは 1 ～ 8 桁の数字で、工場出荷時に 
8270 に設定されています。 
現場でパスワードを変更するには、次の手順に従います。 
1. [設定メニュー] > [装置設定] > [装置設定値] > [パスワードを変更する] の順に

タッチします。現在のパスワードを要求するメッセージが表示されます。  
2. 数値キーで現在のパスワードを入力します。  
リモート・インターフェイスでパスワードを変更するには、CAL_PASSWD コマン

ドを使用します。  
注記 

変更したパスワードを忘れた場合、Fluke Calibration カスタ

マー・サービスに問い合わせてください。フルーク・キャリ

ブレーションが、新しいパスワードを提供します。  
[外部 24V]  
メニュー 

製品の背面にあるドライバー・ポートのうち、使用中のポートを選択します。  

外部バルブ 

このタブを使用して、汚染防止システム (CPS)、アイソレーション・バルブ、停止バ

ルブ、供給アイソレーション・バルブ、自己排出型液体トラップ (SPLT) が取り付け

られているかどうかを選択します。詳細については、該当するアクセサリーの対応す

る説明書を参照してください。  

[Uncertainty (不
確かさ)] メニュー 

このメニューを使用して、不確かさパラメーターを表示または変更します。次のパラ

メーターを編集できます。 
 Head Height Uncertainty (ヘッド差補正の不確かさ) 
 Include Control Uncertainty (圧力コントロールの不確かさを含む) 
 Additional Uncertainty Component 1 (追加の不確かさ要因 １) 
 Additional Uncertainty Component 2 (追加の不確かさ要因 １) 
 Show Uncertainty (不確かさの表示)  
 技術ノート『Guide to Determining Pressure Measurement Uncertainty for 

PM200, PM500, and PM600 Modules』(http://www.Flukecal.com) を参照してく
ださい。   

[About This 
Instrument（こ

の装置につい

て）] 

このページのメニューは情報を表示するだけとなります。この情報は、本製品を使用

するユーザーや技術者にとって有用です。このページには次の情報が表示されます。 
 型式 
 Serial Number（シリアル番号） 
 Rev. (ファームウェアの リビジョン） 
 User Interface（ユーザー・インターフェース）  

[Restore Factory 
Default (出荷時の

デフォルト設定に

戻す)] 

本製品を出荷時の設定に戻すには、このタブにタッチしてから [OK] にタッチします。 
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[Remote Port (リモート設定)] メニュー 
[Remote Port (リモート設定)] メニューを使用して、表 6 で説明している USB、
GPIB、RS-232、およびイーサネット ポートの設定を表示または変更します。 

表 6.[Remote Port (リモート設定)] メニュー 

タブ 説明 

[USB 設定] 
リモート・インターフェース (Remote IF) がコンピューターか端末かを選択しま

す。行末文字 (EOL) をキャリッジ・リターン (CR)、改行 (LF)、またはキャリッ

ジ・リターンおよび改行 (CRLF) として指定します。 

[RS-232 設定] 

このメニューを使用して、RS-232 通信パラメーターを設定します。次のパラメータ

ーを編集できます。 

 Data Bits (データ・ビット)   

 Stop Bits (ストップ・ビット)  

 Flow Control (フロー制御)  

 Parity (パリティ)  

 Baud 

 EOL 

 Remote IF 

 Set EOF (EOF 設定) 

 RS-232 ポートをデフォルト値にリセットするには、[Defaults(デフォルト)] に
タッチします。 

[Emulation 
Mode (エミュレ

ーション・モー

ド)] 

このメニューから、リモート コマンドを変更して、さまざまな装置をエミュレーシ

ョンできます。エミュレーション可能な製品のリストについては、フルーク・キャ

リブレーションの Web サイトにある『Remote Programmers Guide』を参照してく

ださい。 

[GPIB (IEEE-
488) Address 
(GPIB (IEEE-
488) アドレス)] 

このメニューから GPIB アドレスを指定します。このメニューを押して、本製品ま

たは PC の数値キーパッドを使用してアドレスを変更します。 

[Ethernet Setup 
(イーサネット設

定)] 

このメニューと数値キーパッドまたは PC キーパッドを使用して、以下のパラメー

ターの表示または編集します。 

 Host Name（ホスト名） 

 IP Address（IP アドレス） 

 Gateway（ゲートウェイ） 

 Subnet Mask（サブネット・マスク） 

 DHCP (ON or OFF) 

 Remote IF (interface) 

 Port (ポート)  
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前面パネルの機能 
このセクションでは、前面パネルと背面パネルの機能、およびユーザー・インタ
ーフェース (UI) タッチスクリーンについて説明します。前面パネルの機能 (すべ
てのコントロール、表示、インジケーター、端子など) を表 7 に示します。  

表 7.前面パネルの機能  

1 2 3 4 5

678

9
2x

 
ifb010.eps 

品目 説明 

 

カラー・タッチ・パネル・ディスプレイには、測定された圧力、圧力設定値、その

他のアクティブな条件やメッセージが表示されます。また、キーだけでは実行でき

ない操作もディスプレイに表示されます。このマニュアル全体に記載されているよ

うに、インターフェースは複数のメニューで構成されています。 

 

本製品のユーザー・インターフェース上の数値を変更する番号付きのキー。値を入

力するには、ディスプレイの編集可能なセクションを選び、数字キーで数値を変更

します。新しい数値を入力するときに、[back (戻る)] または  を押して現在の

数値をクリアする必要はありません。新しい数値を入力するだけです。 
ENTER を押して、入力を確認して設定します。例えば、100 kPa の出力を設定

するには、タッチスクリーンで編集可能なフィールドを選択してから、  
 ENTER を押します。  

注記  
本製品はコントロール・モードの場合にのみ圧力を制御しま
す。詳細については、 「コントロール・モード」を参照して
ください。 

 
 

Backspace キー - 番号付きのキーで新しい圧力値を入力するときは、Backspace 
キーで最後のキー入力を削除できます。  

 
 

[Clear Entry (入力のクリア)] を押すと、入力中の値がクリアされます。 
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表 7 前面パネルの機能 (続き)  

品目 説明 

 

ジョグ・ダイヤルを使用して、適用される圧力を微調整します。調整が済んだら、

適用される圧力が測定分解能に基づいて最下位の桁まで変更されます。詳細につい

ては、「測定分解能」を参照してください。どのモードでもジョグ・ダイヤルで圧

力を変更して設定値を調整できますが、適用される圧力をアクティブに変更できる

のはコントロール・モードのみです。ジョグ機能で圧力を変更する方法について

は、次のセクションを参照してください。反時計回りに回すと圧力が低小し、時計

回りに回すと増加します。 

 
 

本製品をスタンバイ・モードにします。スタンバイ中は、ディスプレイがオフにな

り、キー操作が無効になります。スタンバイ・モードではリモート操作も無効にな

ります。本製品の電源投入を参照してください。 

 
 

緊急停止ボタンはシステム圧力を直ちに開放し、圧力制御をすべて停止します。ま

た、リモート通信が停止し、動作が停止するまで本製品はセーフティー・モードに

移行します。詳細については、「ベント」と「中止」を参照してください。 

 

  

(ENTER) 

ENTER キーを使用して、数値入力を確認して設定します。 

 ハンドル 
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背面パネルの機能 
背面パネルの機能 (すべての端子、ソケット、コネクターなど) を表 8 に示
します。  

表 8.  背面パネルの機能  

015504001

100-240 VAC
47-63 Hz

100W MAX

T2A 250V

SERIAL NUMBER

FLUKE CORPORATION
6920 SEAWAY BLVD., M/S 143F

EVERETT, WA 98203 USA
www.flukecal.com

ASSEMBLED IN USA

13

SWITCH TEST

30V MAX

SYSTEM
DRV1 DRV2

USB LAN IEEE-488 RS-232

DRV3 DRV4

3 4 5 62

9

10

1112

7 81

MWP
48 MPa

 
ifb009.eps 

品目 説明 

 
スイッチテス

ト端子 

圧力スイッチのテストで、圧力スイッチを本製品に接続するのに使用するスイッチ
テスト用入力端子。「スイッチ・テスト」を参照してください。スイッチ・テスト
の入力に使用するのは BNC コネクターです。Pomona 部品番号 5187-C-60 を使用
して、テストするスイッチに接続します。 

�W注意  

本製品の損傷を避けるために、これらの端子には 30 V (シャーシをアースした状態) 
以上の電圧に接続しないでください。 

 
システム・バ

ス・コネクタ

ー 

システム・モード用のコネクター。詳細については、「システム・モード」を参照
してください。 

 
24 V 外部ド

ライバー 

外部ドライバーは 24 V DC 出力で、[設定] メニューで個別に制御できます。また、
ドライバーは、汚染防止システム (CPS)、自己排出型液体トラップ (SPLT)、外部停
止バルブ、アイソレーション・バルブなどの利用可能な特定のアクセサリーも作動
させます。 

アクセサリーを接続して、[設定] メニューでオンにすると、ソフトウェアが自動的
にそのドライバーからのアクセサリーの使用を予測し、必要に応じてドライバーの
状態を変更してアクセサリーを作動させます。  

 
USB-A 

新しいファームウェア・ファイルを含んでいる標準的な USB メモリー・スティック
を挿入して、ファームウェアのアップグレードを実行します。スクリーン・キャプ
チャーと測定結果は本製品から PC に移動できます。 

 
USB-B 

シリアル COM ポートとして、本製品を PC に接続するのに使用します。リモート
操作の詳細については、フルーク・キャリブレーションの Web サイトにある
『Remote Programmers Guide』を参照してください。 

 
イーサネッ

ト・コネクタ

ー 

リモート操作用 100 Base/T イーサネット・コネクターリモート操作の詳細につい
ては、フルーク・キャリブレーションの Web サイトにある『Remote Programmers 
Guide』を参照してください。 
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表 8 背面パネルの機能 (続き) 

品目 説明 

 
IEEE-488 

 コネクター 

IEEE-488.2 リモート操作インターフェース。リモート操作の詳細については、フル

ーク・キャリブレーションの Web サイトにある『Remote Programmers Guide』を

参照してください。 

 
RS-232  

コネクター 

RS-232 リモート制御インターフェイス。リモート操作の詳細については、フルー

ク・キャリブレーションの Web サイトにある『Remote Programmers Guide』を参

照してください。 

 
AC 電源入力コ

ネクター 
電源コード用の接地付き 3 端子コネクター。 

 
主電源オン/オ
フ・スイッチ 

主電源を装置に供給および切断します。前面パネルの [Standby (スタンバイ)] ボタ

ンが機能する前に、このスイッチをオン (I) の位置にする必要があります。  

 
F1 ヒューズ・

ホルダー 

電源ヒューズ。ヒューズの定格情報と交換手順については、「ヒューズの交換」を

参照してください。 

 
シャーシの接

地  

シャーシに内部接地されているネジ式継手です。本製品がシステムの接地の基準に

なる場合、この電極は別の機器を接地接続するのに使用できます  (シャーシは通

常、シャーシ・グランドからではなく、3 線の電源コードで接地します)。  

 
リムーバブ

ル・マニホー

ルド/圧力接続 

すべての圧力接続は、交換可能なマニフォルドを介して背面パネルで行います。

8270A の場合、マニフォルドには、NPT、BSP、または SAE の 3 つのローカライ

ズされたバージョンがあります。8370A には、マニフォルドのタイプは 1 つしかあ

りません。詳細については、「背面パネルのマニホールドの圧力接続」を参照して

ください。各圧力ポートの耐圧仕様を参照してください。 
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本製品の電源投入 
本製品の電源をオンにするには、前面から見て本製品の左後方にある主電源スイ
ッチをオンにします。本製品の電源をオンにしてから電源投入プロセスが完了す
るまでに約 50 秒かかります。本製品の前面右側にある  を押します。  

注記 
 を押すと、いつでも本製品をスタンバイ状態にできます。  

本製品が仕様の記載どおり機能するには、本製品の電源をオンにし
てから、または新しい PMM を取り付けたときにウォームアップ時
間が必要です。必要なウォームアップ時間については、
Flukecal.com で 8270A/8370A の製品仕様を参照してください。 

電源投入プロセスの後で、本製品にメイン・メニューが表示されます (図 6 を参
照)。  

 
hwc001.png 

図 6.メイン画面 

メイン・メニュー  
メイン・メニューから各機能や他のメニューにアクセスします。メイン・メニュ
ーの各項目の詳細については、表 9 を参照してください。[Control Settings (コン
トロール設定)]、[Graph (グラフ)]、および [Tasks (タスク)] のサブメニューについ
ては、表 10、11、および 12 を参照してください。  
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表 9.メインメニュー 

1

2 3 4 5

18

17

16

15 14 13 12

7

8

9

10

11

6

 
hwc015.eps 

品目 表示内容/名称 機能  

 圧力測定 使用中の PMM で測定された圧力を表示します。 

 ローカル / リモート  

コントローラーが PC によってリモート操作されているかどうかを

表します。詳細については、『6270A, 8270A, 8370A Remote 
Programmers Guide』を参照してください。  

注記  

本製品がリモート・モードになると、誤った操

作を防ぐために前面パネルが自動的にロックさ

れます。 を参照してください。 

 Locked/Unlocked 
(ロック/ロック解除) 

画面がロックされると、前面パネルのキーおよびタッチ・ディスプ

レイがロックされます。画面をロックまたはロック解除するには、

 を 4 秒間押し続けます。  

 
Measurement 
Indicator (測定イン

ジケーター) 

圧力が安定して、測定の準備が完了すると表示されます。詳細につ

いては、圧力測定を参照してください。 

 Unit of Measure (測
定単位) 

測定単位が表示され、圧力単位を変更するためのメニューを表示し

ます。  
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表 9 メイン・メニュー (続き) 

品目 表示内容/名称 機能  

 
Measurement 
Uncertainty (測定不

確かさ) 

現在選択されている PMM の不確かさと [Uncertainty Setup (不確か

さの設定)] メニューの設定に基づいて測定の不確かさが表示されま

す。表 6 を参照してください。 

 
Measurement 

Mode (測定モード) 

使用中の測定モードが表示され、測定モードを変更するメニューが

開きます。サポートされているモード - [絶対圧]、[ゲージ圧]、[テ
ア]。「圧力単位およびカスタム・ユニット」を参照してください。

「測定モード」を参照してください。 

 PMM 選択モードと

現在のレンジ 

特定の PMM を手動で選択したり、自動選択モードを選択したりす

るメニューが開きます。「モジュールの選択」を参照してくださ

い。 

 Step Size (ステッ

プ・サイズ)  
ステップ・サイズの量を調整します。フィールドに設定する量を増

減させるキーが左側にあります。  

 Tasks (タスク) 
事前にプログラムされたタスクにすばやくアクセスできるメニュ

ー。「タスク」を参照してください。 

 
ヘッド差 

補正 

現在のヘッド差補正の設定を表示し、ユーザーが設定できるヘッド

差、単位、使用するガス・タイプの設定を含むメニューを表示しま

す。「ヘッド差」を参照してください。 

 SETUP (設定) 
[Setup (設定)]メニューを開きます。「[Instrument Setup(装置設定)]
メニュー」を参照してください。 

 VENT (ベント) [1] 

このモードを選択した場合、本製品は圧力変化の速度を制御しなが

ら大気開放をおこない、緊急停止ボタンを押した場合は最大の速さ

で大気開放します。「ベントと中止」および「動作モード」を参照

してください。 

 CONTROL 
 (コントロール)  

このモードを選択すると、本製品は目標圧力を常にコントロールし

ます。コントロール・モードでは、[Control Setup (コントロール設

定)] メニューの設定を使用して圧力を制御します。「動作モード」

を参照してください。 

 測定  
このモードを選択すると、本製品が圧力制御を停止するため、ユー

ザーが測定を記録できます。圧力制御は、[Control (コントロール)] 
を押すまで再開されません。「動作モード」を参照してください。 

 Atm (大気圧) 
使用する気圧参照モジュールを選択するか、絶対圧測定に使用する

大気圧のカスタム値を設定します。 

 Graph (グラフ) 

メニューの [Graph (グラフ)] ページが開きます。電気的測定モジュ

ール (EMM) が接続されている場合、これは EMM/HART に変更され

ます。詳細については、Kit-EMM300 の取扱説明書を参照してくだ

さい。   

 目標圧力 
現在の目標圧力値が表示され、目標圧力を設定するメニューが開き

ます。「目標圧力 (設定値) の設定」を参照してください。 

[1] プログラムまたはタスクの実行中にベントを選択すると、そのときの動作がキャンセルされます。 
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表 10.Control Settings (コントロール設定) 

1

2

3

5

4
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品目 表示内容/名称 機能  

 
Slew Rate 
 (スルーレート) 

スルーレートはユーザー設定可能な制御パラメーターであり、本製

品が圧力を設定値に制御する速度を調整します。 

 

Control Limit 
 (コントロール・リ

ミット)   
([Static] が選択され

ている場合にのみ表

示されます) 

Static コントロール・モードと関連があり、このモードでのみ使用

されます。コントロール・リミットは設定値の圧力上限および下限

を設定するのに使用します。本製品は圧力をユーザー定義の限界値

に維持します。「Static コントロール・モード」および「コントロ

ール・リミット (Static コントロールのみ)」を参照してください。 

 

Stability Limit 
 (安定性リミット)   
([Static] が選択され

ている場合にのみ表

示されます) 

Static コントロール・モードと関連があり、このモードでのみ使用

されます。安定性リミットは、測定のための安定状態を定義する設

定可能な許容範囲です。測定インジケーターは、圧力が安定性リミ

ットで設定された値と同じ程度に安定するまで「Not Ready (許容範

囲外)」を表示します。詳細については、「安定性リミット (Static 
コントロールのみ)」を参照してください。 

[出力安定許容範囲]  
(Dynamic モードを

選択した場合にのみ

表示されます。図に

は表示されていませ

ん) 

Dynamic コントロール・モードと関連があり、このモードでのみ使

用されます。[出力安定許容範囲] は、測定の準備完了状態を定義す

る設定可能な範囲です。許容範囲は、圧力単位または選択したモジ

ュールの %レンジで指定した設定値圧力まわりに、正および負の境

界を生成します。測定インジケーターは、圧力が許容範囲内に安定

するまで「Not Ready (準備未完)」を表示します。詳細について

は、「出力安定許容範囲」を参照してください。 

 
Safety Limits 
 (セーフティー・リ

ミット) 

DUT を過大圧力から保護するためにユーザー設定可能な圧力限界

値。上限、下限、およびベントのリミットを手動で設定できます。

「Safety Limits (セーフティー・リミット)」を参照してください。 

 
Pressure Control 
Mode (圧力コント

ロール・モード) 

Dynamic-A、Dynamic-B、Static のコントロール・モードの表示と切

り替えを行います。「圧力コントロール設定」を参照してくださ

い。 
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表 11.Graph (グラフ) 

2
1

3
 

hwc014.eps 

品目 表示内容/名称 機能  

 グラフ 
現在の圧力および最大 96 時間分の圧力値の経過を表示するスケーリ

ング可能なグラフ。このグラフは、情報表示のみであり、保存できま

せん。 

 Zooms (拡大) 時間スケールを調整することでグラフを拡大します。 

 
Time Scale (時間スケ

ール) 
グラフの時間スケールを表示します。 
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表 12.Tasks(タスク) 
 

1

2 5

3

4

6
 

hwc013.eps 

品目 表示内容/名称 機能  

 
Leak Test  
(リークテスト) 

このメニューより、圧力システムのリークテストを設定して実行し

ます。「リークテスト」を参照してください。 

 
Switch Test  
(スイッチ・テスト) 

試験内容をプログラムし、圧力スイッチの不感帯をテストするタス

ク。  

 Exercise (予備負荷) 
DUT を設定して、予備負荷をかけるメニューを表示します。

「Exercise (予備負荷)」を参照してください。  

 プログラム 
ユーザー設定可能な自動テストを作成、編集、変更、保存、実行す

るための自動テスト・インターフェース。「プログラム」を参照し

てください。 

 

CPS Cleanout (CPS 
クリーニング)  
([設定メニュー] で 
[CPS] が [OFF] にな

っている場合は無

効) 

低圧で CPS をクリーニングする規定の手順。汚染の要因となるよう

な汚れの目立つ DUT のテストの後に役に立つ機能です。 

 

パージ  
([設定] メニューで 
[CPS] が [OFF] にな

っている場合は無

効) 

メニューを開いて、DUT および CPS を設定およびパージします。

「パージ」 を参照してください (CPS が搭載されている場合)。 
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操作 
この章では、本製品の圧力コントロールの設定について説明します。 

動作モード 
本製品には 3 つの動作モード:  コントロール、測定、およびベントがあります。  

[コントロール] モード – [コントロール] モードでは、[設定値] で定義された圧力
をアクティブに制御し、アクティブなコントロール・モードに従って圧力を設定
値付近に維持します (「コントロール・モード」を参照)。本製品が圧力を常に制
御するのは、コントロール・モードの場合のみです。3 つのモードのいずれでも
設定値を変更できますが、[コントロール] をタッチするまで本製品はアイドル状
態となります。 

[ベント] モード – [ベント] モードでは、テスト・ポートの圧力がすべて大気解放
(ベント)されます。 

[測定] モード – [測定] モードでは、本製品は圧力を維持し、圧力のコントロール
は停止した状態になります。このモードは圧力制御のばらつきの影響なく測定す
る方法を提供します。  

目標圧力の設定 (圧力設定値)  
目標圧力または「圧力設定値」とは、本製品が制御命令を受けたときにコントロ
ールする圧力の数値です。どの動作モード (測定、コントロール、およびベント) 
でも圧力設定値を [Setpoint (設定値)] フィールドに入力できますが、コントロー
ル・モードでない場合、本製品は圧力を設定値になるよう制御をおこないません。
コントロール・モードでは、新しい圧力設定値が入力され、それが確定されると、
本製品は直ちに新たな圧力設定値となるようコントロールします。設定値に到達
すると、本製品はコントロール・モードをにより、圧力を上限と下限の間に維持
します (「制御モード」を参照)。 

注記 
どのモードでもジョグ・ダイヤルで圧力設定値を変更し発生圧を調
整できますが、変更した圧力値を直ちに制御するのはコントロー
ル・モードのみです。ジョグ機能で圧力を変更する方法については、
この後のセクションを参照してください。 

目標圧力を設定するには、次の手順に従います。 

1. 設定値フィールドにタッチするか、キーパッドの ENTER ボタンを押して、
このフィールドをアクティブにします。 

2. 数値キーボードで数値を入力します。 

3. ENTER を押して確定します。[消去] をタッチしてから新しい値を入力する
必要はありません。新しい値を入力するだけで、以前の値が上書きされます。
フィールドの外側を押せば、いつでも入力をキャンセルできます。 

圧力ステップ、アップ/ダウン 
圧力設定値は、[Step (ステップ)] 機能で変更できます。[Step (ステップ)] 機能は
一定の圧力ステップ値で圧力の増減を行う場合に使用し、コントロール・モード
でのみ使用できます。圧力ステップの大きさはユーザーが定義します。圧力をス
テップ値で増加または減少するには、ステップ・サイズの値を入力し、メイン・
ディスプレイ領域で上/下矢印を使用してその値を増やすか減らす操作を行いま
す。 
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圧力ジョグによる調整 
ジョグ機能を使用すると、ダイヤル・ゲージなどの機械式圧力計を校正すること
ができます。ジョグ・ホイールを使用して、機械式圧力計が基準点を示すまで圧
力を変更します。機械式圧力計が目盛上を示しているときに、ユーザーは高分解
能な本製品より、実際の圧力値を読み取れます。圧力をジョグ調整するには、ジ
ョグ・ダイヤルを時計回りまたは反時計回りに回して、圧力を測定分解能の最小
の桁まで増減させます。例えば、0.01 の測定分解能が設定され、単位が kPa で
ある場合は、ジョグ・ダイヤルを回し、ダイヤルの戻り止めごとに圧力が 
0.01 kPa ずつ増加します。  

ベントと Abort(中止) 
[Vent(ベント)] にタッチすると、適用圧力が一定の制御速度で完全に大気開放さ
れます。[ベント] を押すと、偶発的なベントまたは予期せぬテスト中断を防ぐた
めに、ベント前に確認メッセージが表示されます。テストの進行中に [ベント] 
を押し、ダイアログを確認すると、テストはただちに停止し、システム内の圧力
がすべて大気開放されます。メンテナンスの前に作業者の保護のため、システム
から圧力のベントをおこないますが、ベントは前面パネルを開いたときにも作動
し、システムから圧力が開放します。  

本製品には、圧力の上限または下限を超えると圧力を開放するオート・ベントと
いう自動圧力開放機能があります。この機能の詳細については、「オート・ベン
ト」の章を参照してください。  

緊急時に圧力を開放する場合は、前面パネルの右下にある赤い [Abort(中止)] ボ
タンを押すと、システムからすべての圧力が直ちに開放され、進行中のプログラ
ムまたはタスクが中止されます。また、本製品がセーフティー・モードに移行し、
リモート操作が切断されます。画面上のダイアログで確認してセーフティー・モ
ードを終了するまで、本製品はこのモードのままです。 

�W注意 

本製品の損傷を避けるために、[Abort (中止)] ボタンは非常時にの
み使用してください。中止を押すると、開放速度の制限はなく可能
な最大速度で圧力が開放されます。このように急速に圧力が低下す
ると、一部の繊細な DUT は損傷する可能性があります。 
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圧力測定 
UI の視覚的な測定インジケーター (Ready インジケーターとも呼ばれます) は、
圧力コントロール設定の条件が満たされ、圧力を測定できるようになったタイミ
ングを示します。測定インジケーターとそれらの定義のリストについては、表 
13 を参照してください。各種コントロール・モードのコントロール設定の詳細
については、「圧力コントロール設定」を参照してください。 

表 13.  測定インジケーター 

インジケーター 定義 

Not Ready (準備未完

了) 
コントロール設定の条件が満たされていないことを示します。この時点では本

製品は測定を行えません。 

Ready (準備完了) 
コントロール設定の条件が満たされていることを示します。この時点で本製品

は測定を行えます。 

Vented (ベント完了) 
本製品のベントが完了し、本製品が大気圧または 0 kPa の圧力を測定してい

ることを示します。 

ベント中… これは、本製品がテスト圧力のすべてを開放中であることを示しています。 

圧力コントロール設定 
この章では、本製品の圧力コントロールの設定について説明します。これらの設
定の一部はメイン画面からもアクセスできますが、[Setup (設定)] メニューの 
[Control Settings (コントロール設定)] にはすべての設定があります。  

コントロール・モード 
本製品には、圧力を制御するための異なるコントロール・モードがあります。  

 Dynamic A モードでは設定された目標圧力を維持するために常に圧力を制
御します。コントールは迅速に設定値に到達するように調製されており、一
時的にオーバーシュートすることがあります。 

 Dynamic B モードでは設定された目標圧力を維持するために常に圧力を制
御します。目標値に到達した際、コントロールはオーバーシュートの量を最
小限に抑えるよう調製されています。 

 Static モードでは設定した目標圧力に到達すると制御をいったん停止し、測
定圧力が特定の限度を超えた場合にのみ制御を再開します。   

以下のセクションでは、各モードについて詳しく説明します。設定値を制御する
際、本製品は、設定値から約 10 % 離れたところで停止するように見えます。本
製品は、バルブ設定をすばやく微調整してから、設定値に到達します。これは、
システム内のリークのように見えますが、正常なシステムの作動です。 
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Dynamic コントロール・モード 
Dynamic コントロールでは圧力を目標値に設定した後、圧力を設定値での出力
安定許容範囲内に維持するようにコントロールします。図 7 を参照してくださ
い。Dynamic コントロールは熱影響やわずかなリークによるシステムの圧力変
化を自動調整するため、ほとんどの用途で役に立ちます。Dynamic コントロー
ルは、本製品の電源をオンにしたときのデフォルトのコントロール・モードです。 

注記 
Dynamic コントロールのは連続的な圧力制御は、ごくわずかな圧力
のノイズ (不安定) を発生させます。この圧力ノイズはほとんどの 
DUT では検出できません。圧力ノイズが問題になる高感度の DUT 
では、Static コントロールを使用してください。 

図 7 では、Dynamic の出力安定許容範囲のデフォルト値は、レンジの 0.005 % 
です。[設定] > [コントロール設定] 画面で、[% Range として指定] 設定を使用
して % Range としてコントロール設定を設定するか、または圧力単位値を設定
します。フルーク・キャリブレーションでは、これを [はい] に設定したままに
しておき、異なるレンジがアクティブになったときにコントロール設定が適切に
スケールするようにすることをお勧めしています。 

 
hwc016.eps 

図 7.Dynamic コントロール・モードの例 

たとえば、レンジが 2000 psi の場合、デフォルトの出力安定許容範囲は 0.1 psi 
(2,000 psi x 0.005 % = 0.1 psi) (0.7 kPa) になります。目標圧力 1,000 psi では、
圧力が 999.9 psi ～ 1000.1 psi の場合に本製品が Ready 状態になります。 



8270A/8370A  
操作マニュアル 

36 

Static コントロール・モード 
Static コントロールでは圧力を目標圧力値の若干上または若干下にコントロール
してから、圧力コントロールをオフにします。図 8 を参照してください。圧力
は、[コントロール・リミット] の範囲から外れるまでは、自然に変化することが
許可されます。目標圧力が変更されるか、テストが完了するまで、この圧力コン
トロール・シーケンスが繰り返されます。 

このコントロール・モードの利点は、圧力制御のノイズなしで圧力の測定できる
ことです。Static コントロールはユーザー インターフェースに [Static] と表示さ
れます。Ready インジケーターは、圧力が[コントロール・リミット] 内にあり、
圧力変化率が [安定性リミット] よりも小さいことが前提となります。 

デフォルトの [コントロール・リミット] はゼロ (0) で、デフォルトの [安定性リ
ミット] は 0.7 kPa/分 (0.1 psi/分) です。 

 
hwc017.eps 

図 8.Static コントロール・モードの例 

たとえば、目標値が 1000 psi で、[コントロール・リミット] が 0.5 psi にマニュ
アルで設定されていて、[安定性リミット] が 0.1 psi/分に設定されている場合、
999.5 psi ～ 1000.5 psi で、圧力変化率が 0.1 psi/分未満のときに本製品が 
Ready 状態になります。 

スルーレート (圧力変化率) 
スルーレートはユーザー定義の最大圧力変化率です。本製品は最大のスルーレー
トと最小のオーバーシュートで、さまざまな外部容量に対して圧力をコントロー
ルします。ほとんどの用途では、スルーレートを最大値に設定することをお勧め
します。これにより、オーバーシュートや制御安定性を損なわずに、最高速度の
圧力制御が可能です。高い圧力変化率で DUT が損傷する可能性がある用途では、
スルーレート (圧力変化率) を遅くする必要があります。本製品の制御アルゴリ
ズムでは、圧力変化率がスルーレートに制限されます。フルスケール圧力レンジ
が 70 kPa 未満の校正器では、一般的にスルーレートをフルスケール/分の 25 % 
未満に下げて、圧力コントロールのオーバーシュート特性を向上させます。 
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セーフティー・リミット 
本製品にはユーザー設定可能なセーフティー・リミットがあり、DUT が誤って
過大圧を受けないよう保護します。各リミットの詳細については、以下を参照し
てください。([Setup(設定)] > [Control Setup(コントロール設定)] > [Safety 
Limits(セーフティー・リミット)]) 

上限値 
上限値は、DUT が誤って過大圧を受けないよう保護するためのセーフティー・
リミット値です。上限値は通常、DUT のフル・スケール圧力の少し上に設定さ
れます。ユーザー定義の上限値より大きい設定値が入力されると、本製品はその
値を受け入れず、エラー・コードを発生します。コントロール・モードの場合に、
圧力がユーザー設定の限度を超えると、本製品は測定モードに切り替わり、この
場合もエラー・メッセージを表示します。 

下限値  
圧力下限から DUT を保護する以外は、上限値の場合と同様です。 

オート・ベント 
テストポートを大気開放する前に、本製品が達する可能性がある最大圧力値の設
定値です。 

圧力測定 の設定 
[Pressure Measurement (圧力測定)] メニューには、本製品で圧力を測定する方
法に関するすべてのオプションとパラメーターがあります。各設定の詳細につい
ては、以下のセクションを参照してください。  

圧力単位およびカスタム・ユニット 
本製品には幅広い圧力単位の選択肢が用意されており、これらを選択するとほと
んどの校正要件を満たすことができます。表 14 に、本製品で使用できる標準単
位を示します。単位を選択するには、 [Setup (設定)] > [Measure Setup (測定設
定)] > [Unit (単位)]  を押し、希望の単位を選択します。 

特殊な校正では、一般的には用いない特別な単位が必要となることもあります。
このような非標準的な圧力単位を、本製品ではカスタム・ユニットと呼びます。
カスタム・ユニットを選択するには、[Setup (設定)] > [Measure Setup (測定設
定)] > [Custom Units (カスタム・ユニット)] を押します。この画面から、最大 
4 つまでのカスタム・ユニットについて、必要なパラメーターを入力します。 
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表 14.  圧力単位 

表記 名称 
変換係数  

(kPa に変換するときの係数) 

MPa メガパスカル 1000 

kPa キロパスカル 1 

hPa ヘクトパスカル 0.1 

Pa パスカル 0.001 

mmH2OC 水柱ミリメートル 0.00980665 

psi ポンド毎平方インチ 6.894757 

inH₂O 4 C  水柱インチ (4 C) 0.249082008 

inH₂O 20 C 水柱インチ (20 C) 0.248642103 

inH₂O 60 F 水柱インチ (60 C) 0.24884 

inH₂O 25 C 水柱インチ (25 C) 0.248502277 

bar バール 100 

mbar ミリバール 0.1 

kgf/cm² 
重量キログラム毎平方センチメート

ル 
98.0665 

atm アトム 101.325 

cmH₂O 4 C 水柱センチメートル (4 C) 0.098063783 

Torr トル 0.1333224 

mTorr ミリトル 0.0001333224 

mmHg 0 C 水銀柱ミリメートル (0 C) 0.133322 

cmHg 0 C 水銀柱センチメートル (0 °C) 1.33322 

inHg 0 C 水銀柱インチ (0 °C) 3.38638 

inHg 60 F 水銀柱インチ (60 °F) 3.37685 

knot ノット (速度)  NASA TN D-822 に準拠 

km/hr キロメートル毎時 NASA TN D-822 に準拠 

feet  フィート(高度) MIL-STD-859A に準拠 

meter メートル(高度) MIL-STD-859A に準拠 
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測定モード 
本製品には、絶対圧、ゲージ圧、そしてテアの 3 つの測定モードがあります。 

[絶対圧] モード – 絶対真空を基準とした絶対圧測定を実行します。  値 0 は絶対
真空を表します。  特定の PMM は絶対圧の圧力レンジを持つ測定モジュールで
す。  これはモデル番号で表され、モデル番号のレンジ指定セクションの先頭に
「A」が付けられています (例、PM600-A700K)。  また、ゲージ圧モード・モジ
ュール (モデル番号のレンジ指定セクションの先頭にある「G」で表されます) は
大気圧参照モジュールと組み合わせることで、絶対圧の測定にも使用できます。 

[ゲージ圧] モード – ゲージ圧は大気圧を基準として測定されます。  値 0 は大気
圧を測定したときの圧力となります。  特定の PMM はゲージ圧の圧力レンジを
持つ測定モジュールです。  これはモデル番号で表され、レンジ指定セクション
の先頭に「G」または「BG」が付けられています (例、PM500-G700K)。  
「BG」の指定は双方向のゲージ圧を表し、正および負のゲージ圧 (真空圧とも
呼ばれます) を測定します。  さらに、特定の絶対圧モジュールには内部に大気
圧計が組み込まれており、絶対圧、ゲージ圧、および負のゲージ圧が測定できま
す。 

[テア] モード – テア・モードを開始すると、その時の圧力測定値がゼロに設定
されます。  これにより、内部気圧計を装備していない場合は、本質的な絶対圧
測定モジュールを使用して、ゲージ圧モードの測定を実行できます。  この機能
が適しているのは、大気圧が十分に安定している場合のみです。 

取り付ける圧力モジュールの選択によっては、上記のモードをどれか使用できな
いこともあります。 

注記 
本製品は負圧(真空圧)をマイナスの値 (例、-465 Pa) として表示しま
す。一部の負圧ゲージは負圧測定にのみ使用されるため、読取り値
の前にマイナス記号 (-) が表示されません (負圧ゲージ圧はマイナス
記号なしで「465 Pa vacuum」と表示されます)。本製品の負の値と
比較して負圧ゲージ圧読取り値の誤った解釈を防ぐために、ゲージ
面またはユーザー・ドキュメントを参照して、負圧ゲージに負の圧
力がどのように表示されるか確認してください。 

測定分解能 
ディスプレイ上で [測定] にタッチすると、[Resolution(分解能)] 画面が開き、測
定分解能を変更できます。測定分解能の選択は、使用中の PMM レンジ (UI に
「Range (レンジ)」と表示されます) の 0.1 %、0.01 %、0.001 %、または 
0.0001 % です。  
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モジュールの選択 
本製品は、以下の複数の方法でアクティブな圧力測定モジュールを選択できます。 

オート – デフォルト設定です。本製品では、不確かさが最も低いモジュールを
選択して、現在の圧力を測定します。   

ファースト – 圧力設定値を測定できるモジュールの中から、最も低い圧力レン
ジのモジュールを選択します。この方法を使用すると、本製品は圧力の昇圧中は
レンジの切り替えを行いません、圧力設定時のレンジに素早く切り替えそのレン
ジを維持します。下降エクスカーション時には、上昇エクスカーション時に加圧
されたモジュールのみが使用されます。降圧して制御する際は、上昇エクスカー
ションで使用されなかったモジュールは選択されません。 

Fixed (固定) – ユーザーの選択したレンジを常に維持します。  これを選択する
と、選択したモジュールの測定範囲外の設定値は入力できません。 

圧力フィルター 
圧力フィルターにより、移動平均の 1 ～ 99 に調整できます。デフォルトで、値
は 15 に設定されています。 

オートゼロ 
圧力測定機器は時間とともに自然にドリフトします。このドリフトはオフセット
として現れます。測定の確度を保つには、可能なときにこのドリフトを修正する
ことが大切です。 

ゲージ圧モード 
ゲージ圧モードのゼロ補正は、オートゼロ設定値に関係なく、システムがベント
され、圧力が安定しているときに自動的に実行されます。その際、テスト・ポー
トと基準ポートの圧力が同じになり、圧力がベント・ポートを経由して大気開放
されるように、内部バルブが設定されます。ゼロゲージ圧は大気圧として定義さ
れます。この条件では、圧力測定モジュールは定義によりゼロゲージ圧を測定し
ます。 

絶対圧モード 
PM500 モデルを除く、絶対圧レンジが 700 kPa (100 psi) 以下のすべての絶対圧
モジュールでは、ゼロ補正モードは、オートゼロ・メニュー ([設定] メニュー > 
[測定設定] > [オートゼロ]) でユーザーが選択できます。絶対圧モードでのオー
トゼロがわからない場合は、オートゼロ設定を [マニュアル] に設定したままに
して、ディスプレイの [ゼロ] ボタンを使用しないでください。  

システムがベントされて圧力が安定すると、絶対圧モードでのオートゼロを自動
またはマニュアルで行うことができます。システムに複数の絶対圧モード絶対圧
モジュールがある場合は、いずれかのモジュールを選択して、ベントされた大気
圧を測定し、オートゼロの基準圧力ソースにすることができます。これは、必ず
大気圧の不確かさが最も低いモジュールにします (通常は最低レンジの絶対圧モ
ジュール)。[オートゼロ] メニューでこのモジュールのスロット番号を選択しま
す。ゼロ補正が実施されると、すべてのその他の絶対圧モードのモジュールは、
選択したリファレンス・モジュールの測定値と同じ出力になるように補正されま
す。各モジュールのオートゼロ値は、校正情報画面に zOffset 値として表示され
ます。 



 High-Pressure Modular Controller 
 圧力測定 の設定 

41 

あるモジュールがオートゼロ基準として選択されていても、その後でシステムか
ら取り外されると、システムは手動ゼロ補正モードに戻ります。選択されたモジ
ュールをシステムに戻すか、別のモジュールを選択すると、システムはオートゼ
ロ・モードに戻ります。Pm500 モジュールのゼロ補正については、「PM500 絶
対ゼロ調整」を参照してください。 

システムに、十分に正確なモジュールが含まれない場合は、[マニュアル] ゼロ調
整モードを選択します。このモードでは、システムがベントされて安定した後に、
メイン・ディスプレイで [ゼロ] ボタンを押して、ゼロ調整ルーチンを開始しま
す。気圧計またはピストン・ゲージなどの外部参照装置で測定した現在の大気圧
を入力します。値は 75 kPa ～ 110 kPa (11 psi ～ 16 psi) でなければなりません。
この値にゼロ (0) を入力しないでください。絶対圧モードで、圧力測定値が約 
100 kPa (14.6 psi) オフセットされてしまいます。 

オートゼロが絶対圧モードでどのように動作するかわからない場合は、オートゼ
ロ設定を [マニュアル] に設定したままにして、ディスプレイの [ゼロ] ボタンを
使用しないことを推奨します。 

あるモジュールがオートゼロ基準として選択されていても、その後でシステムか
ら取り外されると、システムは手動ゼロ補正モードに戻ります。選択されたモジ
ュールをシステムに戻すか、別のモジュールを選択すると、システムはオードゼ
ロ・モードに戻ります。 

大気圧 
大気圧 (ATM) は、ゲージ圧モード・モジュールで絶対圧力を測定するために最
もよく使用されます。これは、現在のゲージ圧モードでの圧力測定値に ATM を
追加することで実行されます。ATM は、絶対圧モードでベントするときの目標
圧力としても使用されます。[大気圧] メニュー ([設定メニュー] > [測定設定] > 
[大気圧]) から、大気圧基準モジュール (PM200-A100K、PM500-A120K、
PM500-BA120K、PM500-A200K、または BRM600-BA100K) を選択するか、外
付けのラボ気圧計からの大気圧値をマニュアルで入力します。大気圧ソース用の
モジュールを選択するには、大気圧モジュールを取り付ける必要があります。
[マニュアル] が選択されている場合は、適合する不確かさ値を入力してください。
絶対圧モード (およびオート・モードまたはファースト・モードも、固定モード
は該当しません) では、モジュールの最も低い不確かさと、大気の不確かさ値 
(使用されている場合) によってアクティブなモジュールが選択されるためです。
不確かさ値が非現実的なほど低い場合、大気圧のマニュアル入力値を使用できま
すが、誤ったモジュール選択が発生することがあります。 

注記  
ATM 用に選択したモジュールは、ユーザーまたはコントローラーに
よって、絶対圧を直接測定するためのアクティブ・モジュールとし
て選択することはできません。選択した ATM モジュールを使用し
て絶対圧を直接測定する必要がある場合は、そのモジュールを ATM 
ソースとして選択しないでください。 
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ヘッド差補正 
本製品と異なる圧力基準面の高さで被校正器 (DUT) を校正する場合は、ヘッド
差の補正を行う必要があります。ヘッド差補正は、DUT の基準面と本製品のデ
ィスプレイ底面との垂直方向の差 (インチ、ミリメートル、またはセンチメート
ル単位) です。図 9 を参照してください。 

測定後、測定値を本製品に入力します ([Setup(設定)] メニュー > [Measure 
Setup(測定設定)] > [Head Height(ヘッド差補正)])。[Head Height(ヘッド差補
正)] 画面で、測定単位と媒体 (N2、空気) を設定できます。また、DUT、補助シ
ャーシ 1、補助シャーシ 2 のヘッド差補正および不確かさを設定できます。追加
シャーシを第一シャーシに接続すると、補助シャーシ 1 および補助シャーシ 2 
が使用できます。DUT が本製品より上にある場合は、[上方向] を選択し、DUT 
が本製品より下にある場合は [下方向] を選択します。 

注記 
ヘッド差補正を誤ってしまうと、圧力測定が不正確になります。 

DUT

 
hwc020.eps 

図 9.ヘッド差補正 
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PM500 絶対ゼロ調整 
このセクションでは、本製品で PM500 圧力モジュールのネイティブ絶対モード
をゼロ調整する方法について説明します。 表 15 を参照してください。 

表 15.PM500 絶対圧力モジュール 

型式 レンジ 定格ゼロ調整圧力 

PM500-A120K 0.08 kPa ～ 120 kPa 0.080 kPa 

PM500-A160K 0.08 kPa ～ 160 kPa 0.080 kPa 

PM500-A200K 0.08 kPa ～ 200 kPa 0.080 kPa 

PM500-A350K 0.08 kPa ～ 350 kPa 0.080 kPa 

PM500-A700K 0.08 kPa ～ 700 kPa 0.080 kPa 

PM500-A1.4M 35 kPa ～ 1,400 kPa ATM [1] 

PM500-A2M 70 kPa ～ 2,000 kPa ATM [1] 

[1] 大気圧 (ATM) は、70 kPa～103 kPa のレンジです。 

必要な機器  
このセクションには、PM500 をゼロ調整するのに最小限必要な機器が記載され
ています。表 16 を参照してください。PM500 Zeroing Kit を購入する場合は、
フルーク・キャリブレーションにご連絡ください。 

表 16.PM500 のゼロ調整に最小限必要な機器 

付属品 注記 

8270A (この手順は 8370A には対応していません) 
PM500 圧力モジュール用のメインフレーム/シャー

シ 

真空センサー 
700 kPa 絶対値およびそれ以下のレンジ用。最大

許容される測定の不確かさについては、表 17 を参

照してください。 

絶対圧基準装置 
1.4 MPa～2 MPa の範囲に対応するもの。最大許容

される測定の不確かさについては、表 17 を参照し

てください。 

真空ポンプ 
低大気圧 (700 kPa 絶対値) でゼロ調整された 
PM500 に対応するもの。圧力 80 Pa 未満にまで排

気できることが条件です。 

測定 (解放) バルブ  

チューブ 必要に応じて。  

継手/バルブ 必要に応じて。  
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表 17 に、公表仕様を維持するため、ゼロ調整に必要な基準測定の最大不確かさ
を示しています。  

表 17.基準測定の最大不確かさ 

型式 測定の最大不確かさ [±] 

PM500-A120K 0.0035 kPa (26 mTorr) 

PM500-A160K 0.0045 kPa (34 mTorr) 

PM500-A200K 0.0025 kPa (19 mTorr) 

PM500-A350K 0.0100 kPa (75 mTorr) 

PM500-A700K 0.0245 kPa (184 mTorr) 

PM500-A1.4M 0.050 kPa (0.0073 psi) 

PM500-A2M 0.070 kPa (0.0102 psi) 

 

PM500 フル・スケール 700 kPa 絶対ゼロ調整 
PM500 のゼロ調整: 

1. モジュール・ベイを開き、空きスロットに PMM を取り付けます。 

2. 本製品の電源がオンになっていて、本製品が正常にウォームアップされてい
ることを確認します。 

3. [モジュール情報] 画面 ([Setup Info] > [モジュール情報]) で、ゼロ調整する
圧力モジュールの適切なスロット番号を選択します。選択した [スロット] メ
ニューが開きます。 

4. [スロット] メニューから [モジュールのゼロ調整] を選択します。 

5. 製品のテスト・ポートに真空センサ、真空ポンプ、解放バルブ、および適用
可能なハードウェアとチューブを接続します。図 10 は、設定の一例です。
真空ポンプのできるだけ近くに解放バルブを接続し、テスト・ポートのでき
るだけ近くに基準真空センサを接続します。  

オプションの 3 ウェイ・ボール・バルブをテスト・ポートに取り付けること
ができます (図 10)。この設定により、真空センサーは、PMM のゼロ調整に
使用されないときは真空センサーを切り離すことができる状態で現場に保た
れます。真空センサーが遮断されている場合、テスト・ポートを他のプロセ
スで使用できます。 

W 注意 

PK-PMM-ZERO Kit 内のボール・バルブとティーの定格値は、 
20 MPa (3000 psi) までです。TEST ポートにかかる圧力が 3000 
psi を超える場合は、ボール・バルブとティーを TEST ポートに接
続したまま放置しないでください。 
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図 10.真空設定によるゼロ調整 
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6. 解放バルブを使用して、圧力/真空を 0.08 kPa 絶対値 (0.01 kPa) に調整し、
圧力を安定させることができるようにします。  

7. (本製品ではなく) 真空基準の圧力表示を読み、[真空測定値] フィールドに値
を入力し、[モジュールのゼロ調整] メニューから [ゼロ] ボタンを選択します。
ゼロ調整プロセスを完了すると、PMM 圧表示値ではゼロ調整により補正さ
れた圧力が反映されます。 

8. 画面の [校正係数] セクションで、 を選択して、zOffset (オートゼロ) 値
を表示します。  

PM500 フル・スケール > 700 kPa 絶対ゼロ調整 
モジュールが AutoZero 基準として選択されており、システムが大気解放 (ベン
ト) されている場合、絶対モードでのゼロ調整補正は自動的に実施されます。 

自動ゼロ調整を使用する場合は、十分に正確なモジュールが使用可能であること
を確認してください。表 17 に、PMM のゼロ調整に必要な最大不確かさを示し
ています。 

AutoZero 基準としてモジュールが選択されていない場合は、手動ゼロ調整モー
ドを使用して PMM をゼロ調整してください。 

Tasks(タスク)  
タスクは事前にプログラムされたルーチン機能で、一般的なテストや作業を迅速
に実行します。タスクには、Leak Test (リークテスト)、Switch Test (スイッチ
テスト)、Exercise (予備負荷)、CPS Cleanout (CPS クリーニング)、CPS 
Purge(CPS パージ) があります。  

注記  
設定で CPS をオンにしていない場合は、CPS タスクが灰色で表示
されて無効になります。  

Leak Test (リークテスト)  
この機能は自動でリークテストを実行し、圧力のリークレートを表示します。こ
の測定するために、本製品は目標圧力値などのリークテストの設定を行いします。
発生圧力が安定すると、本製品は圧力コントロールを止め、圧力のリーク量を測
定します。リークが、圧力システムの外部と圧力システムの内部のどちらで起こ
っているのかを判別するため、リーク・テスト・モードを内部または外部に変更
できます。内部リーク・テストを実行するには、オプションのアクセサリーであ
る外部アイソレーション・バルブが取り付けられている必要があります。 

リークテストを実行するには、いくつかのパラメーターを入力して、リーク・タ
スクの実行方法を本製品に設定します。次のパラメーターを設定します。 

[Setpoint Pressure (圧力設定値)] – テストの目標圧力。 

[Stability (安定時間)] – テストを開始する前に、圧力を設定値で制御し、安定さ
せる時間を指定します。所定時間が経過し本製品に準備完了が表示されるまで、
テストは開始されません。  

[Duration (保持時間)] – 安定時間に達すると、テストが開始され、本製品が測定
モードに切り替わります。次に、システムが圧力リークレートを測定します。リ
ークテストが終了すると、1 分あたりの平均リークレートが表示されます。 
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[Mode (モード)] – このメニューから [Internal(内部)] または [External(外部)] を選
択します。内部リーク・テストを実行するには、オプションのアクセサリーであ
る外部アイソレーション・バルブが取り付けられている必要があります。[内部] 
を選択すると、テスト・ポートが遮断され、DUT とホースはテストされません。
[外部] を選択すると、すべての接続口、ホース、接続されている DUT に加圧さ
れます。リーク・テスト中に詳細なステータスを確認するには、情報 (i) アイコ
ンを押します。これと同じ画面が、リーク・テストの最後に表示されます。  

[現在の圧力値から動作] - システムの現在の圧力でリーク・テストを開始し、設
定値の圧力設定を無視します。 

Switch Test(スイッチテスト) 
圧力スイッチのテストは、次の手順に従います。 

1. [SETUP (設定)] メニューに移動します。 

2. 被試験器 (DUT) を本製品の背面にあるスイッチ・テスト端子に接続し、圧力
スイッチ端子を圧力スイッチ接点 (通電していない無電圧接点) に接続します。
端子の極性は関係ありません。本製品のテストポートを圧力スイッチの入力
ポートに接続します。  

3. [Tasks (タスク)] > [Switch Test (スイッチテスト)] を選択します。[Switch 
Test (スイッチテスト)] メニューが表示されます。タッチスクリーンとキー
パッドを使用して、スイッチテストのパラメータを入力します。 

4. テストを設定します。 

Start (開始) – 最小圧力設定値 

End (終了) – テストの最大圧力設定値 

Rate (レート) – 圧力が増加または減少する速度をスルーレートで決定しす。
高感度な圧力スイッチの場合は、遅いレートをお勧めします。 

Direction (方向) – 圧力を増加させて減少させるか (up and down (昇圧と降
圧))、1 回の昇圧テスト (single (シングル)) にするか選択します。 

5. [実行] にタッチしてテストを開始します。タスク・バーに、テストの進行状
況とスイッチの状態 ([Open (開)] または [Closed (閉)]) が表示されます。テス
トは完全に自動化され、進行状況はいつでも表示できます。 

本製品は指定された圧力レンジおよびスルーレートで圧力を制御します。ス
イッチの状態が変化したとき、本製品はその圧力値を記録します。テストが
完了すると、スイッチテストの結果がディスプレイに表示されます。 
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Exercise (予備負荷) 
予備負荷機能により、DUT を複数回加圧することで、ヒステリシスの影響を低
減させます。[Exercise (予備負荷)] メニューでは、最大および最小の設定値圧力
とルーチンを繰り返す回数(サイクル)を指定します。  

予備負荷を実行するには、本製品がタスクを実行できるようにいくつかのパラメ
ーターを設定します。次のパラメーターを設定します。 

Maximum (最大圧力) – 最大設定値  

Minimum (最小圧力) – 最小設定値 

Cycle (サイクル) – 繰り返しの回数 

Delay (保持時間) – 設定値に達したときに圧力を保持する時間 

Control at Target (設定圧でのコントロール) – オンにすると、Dynamic 制御モ
ードで圧力が設定値に維持されます。オフにすると、Static 圧力制御モードで圧
力が設定値に維持されます。 

プログラム 
プログラム機能で、カスタム圧力シーケンスを設定できます。[プログラム] メニ
ューでは、プログラムの名前付け、プログラム手順の作成、システム測定の設定、
コントローラーの設定、DUT の不確かさを指定します。設定はすべて、名前付
きプログラムの一部としてシャーシに保存されます。  

プログラム・タイプ - 次のいずれかのタイプを選択します。 

 圧力 - 電気出力を持たないシンプルな圧力装置。 

 mA - オプションの EMM を使用して、DUT の mA 出力を読み取り、記録し
ます。 

 DCV - オプションの EMM を使用して、DUT の電圧出力を読み取り、記録し
ます。  

実行 - 選択したプログラムを実行します。 

新規 - ファイル名の入力 - 最大 25 文字、開始圧力と終了圧力、アップ/ダウン・
ステップ数、ドウェル時間 (設定点の時間)、最大時間 (ドウェル時間にかかわら
ず、次のステップへ進む)。99 種類のプログラムをサポートし、各プログラムに
は最大 99 個のステップを設定できます。 

サイクル -  選択したプログラムを繰り返す回数 (最大 99 回) 

編集 - プログラムの修正: 特定プログラムのステップを編集、追加、または削除
します。  

設定  

 Measure Setup(測定設定) - システムの分解能およびヘッド差パラメーター
を調整します。これらのパラメーターは既存のシステム設定から自動的にロ
ードできます。 

 Control Setup (コントロール設定) - システムの [コントロール・リミット]、
[出力安定許容範囲]、[Static/Dynamic] モードを調整します。これらのパラメ
ーターは既存のシステム設定から自動的にロードできます。  

結果 - 以前のテスト結果を表示、保存、または削除します。 
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DUT -  DUT の不確かさの詳細を入力します。 

[圧力] にプログラム・タイプが設定されている場合は、メニューの選択項目は次
のとおりです。  

 DUT 許容差:   はい/いいえ - この切り替えを [オン] にすると、ユーザーにプ
ロンプトを表示せずに、コントローラーは次のプログラム・ステップへ進み
ます。 

 スパンの許容差 – スパンの許容差を設定します。 

 読み値の許容差 - 相対許容値を設定します。 

 合成方法 - 大きな方/加算  

 スパンの許容差と読み値の許容差を合成します。各圧力値について、スパン
の許容差と読み値の許容差を計算し、いずれか大きい方を選ぶか加算します。 

プログラム・タイプが [mA] または [DCV] に設定されている場合、メニューの選
択項目は次のとおりです。 

 DUT レンジ (0%) - DUT の下限範囲を設定 

 DUT レンジ (100%) - DUT 上限範囲を設定 

 許容方法:  

% 読み値 - 測定値のパーセントを許容範囲の設定方法として使用します。 

% スパン - スパンのパーセントを許容範囲の設定方法として使用します。 

単位 - 単位 (定格 mA) を許容範囲の設定方法として使用します。 

 許容範囲: 許容誤差を設定して、許容方法と関連付けます。 

 クローズドループ: ON/OFF 

プログラムが DUT の mA 測定値を読み取って継続する全自動テストを設定する
には、[クローズド・ループ] を [オン] にします。手動操作では、[クローズド・
ループ]を[オフ]にします。 
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外部ドライバーの通信 
本製品には 4 つの外部 24 V DC 電源ドライバーがあります。これらのドライバ
ーは複数のオプション・アクセサリーをサポートしており、外部ソレノイドバル
ブの変調駆動などシステムのカスタマイズをサポートします。ドライバーのステ
ータスは、ディスプレイおよびリモート・インターフェースで設定できます。 

各ドライバーは変調ローサイド・スイッチ式の 24 V DC コンポーネントです。  
各チャンネルには PTC タイプのリセット付きヒューズが含まれています。  

チャンネルごとの最大連続電力は 10 W で、4 つのチャンネルを合わせた合計最
大連続電力は 24 W です。図 11 を参照してください。 

Drivers

 
hwc030.eps 

図 11.  ドライバー 
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ドライバーの設定  
[装置設定] メニュー ([設定] > [装置設定]) から CPS、SPLT、および/またはバル
ブ・アクセサリーをオンにします。これらのアクセサリーには、適切な空圧式接
続と電気的接続が必要です。詳細については、各アクセサリーの取扱説明書を参
照してください。[外部 24V] タブにタッチして、外部ドライバーの状態を表示
または設定します。  

ドライバーは [外部 24V] メニューと本製品の背面パネルで、DRV1、DRV2、
DRV3、DRV4 と識別されています (図 12 を参照)。各ソレノイドは 2 本のワイ
ヤーを使用し、1 本のワイヤーは各コネクターに接続されています。 

 DRV1 は左上にある 2 つの入力を使用します。  

 DRV2 は右上にある 2 つの入力を使用します。 

 DRV3 は左下にある 2 つの入力を使用します。 

 DRV4 は右下にある 2 つの入力を使用します。 

Driver 2

Driver 4

Driver 1

Driver 3

 
hwc031.eps 

図 12.  ドライバーの配置 

いくつかのドライバーは、CPS、SPLT、システム・モード用のアボート/アイソ
レーション・バルブなど、特殊なアクセサリーに対応しています。  

 DRV1:  CPS バルブ、または SPLT  

 DRV2:     CPS バルブ 

 DRV3:     CPS LED、または外部アイソレーション・バルブ 

 DRV4:     外部アボート・バルブ 

これらのアクセサリーの詳細については、関連する付録を参照してください。  

複数のシャーシがあるシステムを使用する場合は、[External 24V(外部 24V)] メ
ニュー ([Setup(設定)] > [Instrument Setup(装置設定)] > [External 24V(外部 
24V)]) に補助シャーシのドライバー状態も表示されます。  
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これらの主要機能には、継続使用中の電力消費量を減らすためにソレノイド・ド
ライブがモジュール化されています。  

図 13 にドライバーのステータスを示します。  

 オンは薄い緑のインジケーターで示されます (DRV4)。 

 オフは濃い緑のインジケーターで示されます (DRV1、DRV2、DRV3)。 

 
hwc011.png 

図 13.  [External 24V (外部 24V)] スクリーン 

ドライバーが特定のアクセサリー専用である場合、[DRV#] は灰色で表示され、
タッチスクリーン・インターフェースでステータスを変更することはできません。 

図 13 では、CPS が搭載されているため、DRV1、DRV2、DRV3 が灰色で表示
されています。アイソレーション・バルブ・オプションが設置されている場合、
DRV4 のみ灰色で表示されています。 
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ドライバーの電気接続 
この製品では、CPS は DRV1、DRV2、DRV3 を使用します。CPS の詳細につ
いては、汚染防止システム (CPS)を参照してください。通常の接続については、
図 14 を参照してください。 

USB

1

3

2

 
ifb033.eps 

図 14.  ドライバーの接続 
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外部アボート・バルブ/アイソレーション・バルブ 
アクセサリーとして外部アボート・バルブおよびアイソレーション・バルブが用
意されています。詳細については、別紙の指示書を参照してください。バルブは、
供給圧力アイソレーションや、1 つのシステムに複数のコントローラーを設定す
る場合 (システム・モード) など、複数の用途に使用できます。 

システム・モード 
本製品の圧力レンジを拡張するには、システム・スタッキングの機能をサポート
している 1 台または 2 台の他の圧力コントローラーと本製品を接続します。
6270A、8270A、8370A のいずれの組み合わせも、システムの構成時に使用でき
ます。これにより、最大 15 の圧力レンジを持つ単一システムを構築できます。
接続すると、プライマリ・システムが Auxiliary  (補助コントローラ)をリモート
制御します。 

システム・モードの詳細と手順については、オンラインのシステム・モードのア
プリケーション・ノートを参照してください。 

コントローラーが起動したときに正常な画面が表示されない場合は、AUX モー
ドのままになっている可能性があります。シャーシを AUX モードから解除する
には、次の手順を実行します。  

1. すべてのシャーシをオフにします。 

2. CANbus ケーブルを外します。 

3. シャーシの電源を入れます。 

4. 5 分間待機すると、AUX シャーシが第一シャーシに変わります。  

メンテナンス 
このセクションでは、本製品を最適な状態で維持するのに必要な日常的なメンテ
ナンスについて説明します。トラブルシューティングや修理などの集中的なメン
テナンス作業については、フルーク・キャリブレーションの Web サイトにある
『8270A/8370A サービス・マニュアル』を参照してください。このサービス・
マニュアルには、校正の調整手順も含まれています。詳細については、「フルー
ク・キャリブレーションへのお問い合わせ」を参照してください。 

ヒューズ交換  
ヒューズ・ホルダーには背面パネルからアクセスします。ヒューズ・ホルダーの
下にあるヒューズ定格ラベルには、各作動電圧の正しい交換用ヒューズの定格が
記載されています。  

�XW 警告 

感電、火災、人身傷害を防ぐため、次の注意事項を遵守してくださ

い。  

 本製品の電源をオフにしてから、電源コードを抜いてください。

ヒューズ収納部を開く前に、2 分ほど放置して電源部分を放電

させてください。 

 指定された交換用ヒューズのみを使用してください (表 18 を参

照)。 

ヒューズを交換するには、図 15 を参照してください。  

1. 電源コードを外します。 
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2. ドライバーで、ヒューズ・ホルダーのドアを開けます。 

3. ヒューズ・ホルダーを引き出します。 

4. 必要であれば、ヒューズを交換します。 

5. ヒューズ・ホルダーを再装着します。 

6. ヒューズ・ホルダー・カバーを閉じます。  

表 18.  ヒューズ交換 

ヒューズに関する説明 Fluke 部品番号 

W FUSE 2A 250V LONGSB 5X20MM 1297149 

 

3

2

1

 
huo027.eps 

図 15.  ヒューズ・ホルダーへのアクセス 

外部の清掃 
本製品を清掃するには、水または中性洗剤を軽く湿らせた布で拭きます。芳香族
炭化水素、塩素系溶剤、またはメタノール・ベースの液体は使わないでください。
ディスプレイを清掃するには、アルコールで軽く湿らせた柔らかい布を使用しま
す。 

W注意 

クリーニングには芳香族炭化水素または塩素系溶剤を使用しないで
ください。本製品のプラスチック製部品が損傷する可能性がありま
す。  
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コントローラ設定のリセット  
一部の [設定] メニューにはリセット・ボタンがあり、現在のメニューの設定を
デフォルト値にリセットできます。画面に表示されている設定のみがリセットさ
れ、他の設定はリセットされません。これは、誤って値が変更された場合の、ト
ラブル対応として役立ちます。   

出荷時リセット機能は、[装置設定] メニューで使用できます。このボタンを押す
と、本製品が工場出荷時の設定にリセットされます。 

診断 
[診断] メニューには、トラブルシューティングおよび本システムの良好な作動を
維持するのに役立つシステム情報、ツール、および機能があります。  

注記 
本製品がシステムとして設定されている場合、[Diagnostics (診断)] 
メニューには接続されているすべてのコントローラが表示されます。  

[Diagnostics (診断)] メニューは 3 つのセクションに分かれています。次の章で
それらについて説明します。 

 システム 

 測定 

 コントロール 

 リモート・インターフェース 

システム 
[System Diagnostics (システム診断)] メニューには、以下のシステム・コンポー
ネントに関する情報が表示されます。 

Door Switch (ドアスイッチ) – 前面パネルの近くにあるスイッチにより、前面パ
ネルが開かれたことを感知します。前面パネルが開かれると、システムは大気開
放され、モジュール情報画面が表示されます。再び閉じると、システムは通常ど
おり動作します。フロントのドア部が閉じているのにステータスが「Open 
(開)」になっている場合は、スイッチが誤作動しているか、調整が必要な可能性
があります。  

Test Port Vent Valve (テストポート・ベントバルブ) と Ref Port Vent Valve 
(REF ポート・ベントバルブ) – これらは通常は閉じたアイソレーションバルブ
で、内部の圧力マニホールドに取り付けられています。システムがベント・モー
ドになったとき、これらのバルブは開きます。他のモード (コントロールや測定
など) では、これらのバルブは閉じています。ステータスが上記と異なる場合は、
バルブが誤作動している可能性があります。  

[リファレンス・ポート・ベントバルブ] – 内部の圧力マニフォルドにはアイソレ
ーションバルブ(通常は閉)が取り付けられています。ゲージ圧測定モードでは、
このバルブは閉じています。絶対圧またはテア・モードでは、このバルブは開い
ています。ステータスが上記と異なる場合は、バルブが誤作動している可能性が
あります。  
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測定 
[測定診断] メニューには、接続されている各 PMM に関する情報が表示されます。  

PMM – PMM のレンジおよび名称です。 

圧力 – PMM のセンサーによって測定されている圧力値です。 

温度 – PMM 内の周囲温度です。通常動作時に、PMM 内の温度は室温より約 5 
C ほど高くなることがあります。   

テストバルブと Ref バルブ – 各 PMM の前にある内部圧力マニフォルドにはア
イソレーションバルブ (通常は閉) が取り付けられています。テスト・バルブは 
PMM への圧力を遮断し、内部ソフトウェアによって制御されます。[モジュール
選択] メニューで PMM を選択すると、テスト・バルブが開きます。マニュア
ル・テストおよびトラブルシューティングの場合は、1 つの PMM を選択して、
バルブをテストします。他のモード (ファーストやオートなど) では、本製品が
制御アルゴリズムに基づいてバルブを開閉します。ステータスが上記と異なる場
合は、バルブが誤作動している可能性があります。交換手順については、『サー
ビス・マニュアル』を参照してください。  

このメニューの下部に [Pneumatic Self Test (気体圧セルフテスト)] 機能もあり、
各 PMM を自動的にテストして、バルブが適切に開閉するか確認できます。本シ
ステムは必要に応じて圧力をコントロールし、バルブの状態を監視します。バル
ブが正常に機能していない場合、誤作動しているバルブについての情報を示すエ
ラーが表示されます。自己診断テストには、モジュールが取り付けられているス
ロットも含まれます。すべてのスロットをテストするには、モジュールを移動し
てテストを再度実行する必要性が生じる場合があります。テストに合格した場合、
エラーは表示されません。 

コントロール 
[コントロール診断] メニューは、PCM に関する情報を提供します。  

Readings (読み値) – このメニューには、テスト・ポート、供給ポート、排気ポ
ートの圧力測定値が表示されます。  

コントロール・モジュール– このメニューには、PCM モデル番号、シリアル番
号、およびファームウェアのバージョンが表示されます。 

コントロール係数 – このメニューには、PCM で使用しているコントロール係数
が表示されます。コントローラーは、通常のコントロール時に、絶えず自動調整
を実行します。ユーザーによるオートチューニング機能はありません。 

チューンリセット - 各設定値で、コントローラーは、コントロール・バルブが開
くタイミングと、バルブの圧力変化の速度を測定します。供給圧力がない場合や、
テスト・ボリュームが大気開放されているなどの悪条件での作動により、無効な
値が保存される場合があります。これらの値は、チューン・リセットにより工場
出荷時の状態に戻されます。チューニングのリセットが実行されると、最初のい
くつかの設定値において、過度のオーバーシュートが現れたり設定時間が長くか
かったりすることがあります。 
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リモート・インターフェース  
[Remote Interface (リモートインターフェイス)] 診断メニューは、通信の入出力
を監視してリモート通信に関する情報を提供します。このメニューには、RS-
232、USB、イーサネット、GPIB、およびシステム・バスの通信の独立した診
断機能があります。  

RS-232 – このインターフェースの送受信データが表示されます。 

USB –このインターフェースの送受信データが表示されます。 

Ethernet (イーサネット) – このインターフェースの送受信データが表示されま
す。 

GPIB – このインターフェースの送受信データが表示されます。 

System Bus (システム バス) – このインターフェースの順次データが表示され
ます。 
 Receive (受信) 
 送信 
 フォルト 

トラブルシューティング  
表 19 に問題のトラブルシューティングについての説明を示します。ここに記載のない
問題については、本製品の整備点検が必要になる可能性があります。「フルーク・キャ
リブレーションへのお問い合わせ」を参照してください。 

表 19.トラブルシューティング 

症状 原因 対応処置 

電気的な問題 

製品の電源
が入らない 

電源に接続されてい
ない 

製品が電源に接続され、電源が使用できることを確認しま
す。  

電源が使用できない このマニュアルの指示に従ってヒューズを確認します。 

ヒューズが切れてい
る 

メイン電源のスイッチがオンになっていることを確認しま
す。 

ファンを確認します。ファンがオンになっているか、ソレ
ノイドのカチッという音が聞こえる場合は、「ディスプレ
イの電源がはいらない」問題を参照してください。 

ファンがオンになっていない場合、電源を修理します。内
部の電源接続を確認します。 

ディスプレ
イの電源が
入らない  

本体の電源の問題 電力が供給されていることを確認します (上記を参照)。 

スクリーン・セイバ
ーが有効になってい
る 

前面パネルの電源を確認します。 と  が点灯して
いる必要があります。 

前面パネルへの電源
供給のプラグが緩ん
でいる 

 がオンの状態になっていることを確認します。 

ディスプレイ・パネ
ルの障害 

 が黄色になっている場合は、このボタンを押してデ
ィスプレイをオンにします。 

前面パネルを開き、電源供給のプラグが前面パネルに接続
されていることを確認します。 

PCM が初期化されな
い 

PCM を削除して、再起動します。 

 



 High-Pressure Modular Controller 
 トラブルシューティング 

59 

表 19.トラブルシューティング (続き) 

症状 原因 対応処置 

電気的な問題 

ディスプレイがオ

ンになっていてグ

ラフィックスは表

示されるが数字が

表示されない 

前面パネルへの 
USB インター

フェースが切断

されている 

前面パネル・ドアを開き、前面パネルへの USB ケーブル

接続を確認します。 

USB ケーブルを接続し直します。 

背面パネルのドラ

イバーが作動しな

い 

コネクターの接

続が緩んでいる 
接続状況を調べます。 

最大電力定格を

超えている 

内部ヒューズを放熱させてから再試行します。外部ソレノ

イドの定格を確認します。 

外部ソレノイドの電流を制限します。 

圧力の発生または表示の問題 

コントロールモー

ドに移行しない 

PCM モジュー

ルが取り付けら

れていない 
(PCM および 1 
つ以上のモジュ

ール) 

モジュールが正しく取り付けられていることを確認しま

す。全面パネル・ドアを閉じて、閉じている状態が正常に

感知される必要があります。ドアのステータスおよび 
PCM への圧力供給を確認します。  

PMM が完全に

取り付けられて

いない 

「取り付けとセットアップ」の手順に従って、すべてのモ

ジュールが正しく取り付けられていることを確認します。 

圧力が供給され

ていない 
適切な供給圧力を適用します。    

全面パネル・ド

アがきちんと閉

じていない 
前面パネルが閉じていることを確認します。 

内部のドア開閉

センサーに障害

が発生している 

センサーを確認します。Fluke Calibration に本製品の修理

を依頼します。 

システムがリモ

ート・モードに

なっている 

コントローラーにコマンドを送信しているコンピューター

に、コントローラーが接続されていないことを確認しま

す。 

圧力の測定値が表

示されない。モジ

ュールの選択モー

ドが、PCM を示

している ([オー

ト]、[ファース

ト]、[固定] ではな

い)。 

全面パネル・ド

アが閉じていな

い 

前面パネルが閉じていること、前面パネルへの USB 接続

が正常であること、製品が取り付けられていること確認し

ます。 

PMM が取り付

けられていない 
PMM を取り付けます (取り付けとセットアップを参照)。 

PCM が取り付

けられていない 
PCM を取り付けます (取り付けとセットアップを参照)。 
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表 19.トラブルシューティング (続き) 

症状 原因 対応処置 

圧力の発生または表示の問題 

製品が設定圧力に

到達しない 

供給圧力が低す

ぎる 
圧力供給を確認し、リークがないか確認します。  

リーク テストポートにリークがないことを確認します。 

バルブの整備点

検が必要 
フルーク・キャリブレーションに製品の修理を依頼しま

す。 

目標圧力が 
PMM の最高レ

ンジよりも高く

設定されている 

適切なレンジの PMM を取り付けます。 

スルーレートが 
0 に設定されて

いる 
スルーレートを適切な値にします。 

測定モード使用時

に圧力がリークし

ている 
供給圧力がない 接続されていない場合は、供給圧力を提供します。 

製品の圧力が下が

らない 

排気ポートが塞

がれている 
出荷時プラグを取り外すか過度の制限を解除します。 

適用される設定

値が大気圧より

低い 
真空ポンプを接続します。 

スルーレートが 
0 に設定されて

いる 
スルーレートを適切な値に上げます。 

リモート接続がな

い 

通信設定が正し

くない 
「Remote Port Menu (リモート・ポート) メニュー」を参

照してください。 

コマンドの構文

が正しくない 
ケーブルの種類 (ヌル・モデム) を確認します。 

ケーブルの種類

が正しくない

か、正しく接続

されていない 

正しいケーブルで正しく接続します。 
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エラーコード  
製品の作動または制御中にエラーが発生した場合は、ディスプレイにエラー・メ
ッセージが表示されます。次のようなエラーの原因が考えられます。 

 前面パネルを使用した誤った制御 (禁止されたモードの試行、出力端子の過
負荷など) 

 製品の障害 

これらのメッセージを表 20 に示します。すべてのエラー・メッセージは、メイ
ン画面上に表示されるフレーム内に表示されます。また、SYST:ERR? コマンド
を使用して、リモート・インターフェースでエラー・メッセージを読んだり消去
したりすることもできます。スロットまたはセンサー固有のエラーの場合は、追
加の番号が返信に表示されます。  

表 20.エラー・コード 

エラー番号 エラー・メッセージ 

0 エラーなし 

103 無効な区切り文字 

104 データ・タイプ 

109 パラメータ欠如 

110 コマンド・ヘッダー 

113 不明なコマンド 

114 ヘッダー・サフィックス 

201 リモート要求 

221 設定のコンフリクト 

222 レンジ外、設定値がコントローラーのセーフティー・リミットからはずれてい
る、またはアクティブ・モジュールのレンジ 

281 プログラム作成不能 

282 無効なプログラム名 

284 プログラム実行中 

285 プログラム・シンタックス・エラー 

286 プログラム・ランタイム・エラー 

313 校正データ喪失 

315 構成データ喪失 

330 自己診断失敗 

350 キューのオーバーフロー 

400 クエリー・エラー 

500 コントローラー誤動作 

501 上限値を超えている、圧力が安全上限値を超えている 

502 下限値を超えている、圧力が安全下限値を超えている 

503 スルー・リミット超過 
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表 20.エラー・コード (続き) 

エラー番号 エラー・メッセージ 

521 
圧力がレンジ外、リモート・インターフェースの SYSTEM:ERROR? コマンドを

使用してエラーを読み取り、問題のあるスロット番号が追加されている可能性が

あります。 

533 筐体圧力オーバーレンジ 

538 オートベント 

543 入力圧が低下 

545 センサ・コミュニケーション 

546 センサー校正値喪失 

550 ゼロ調整が中断 

600 工場出荷データ喪失 

601 校正モード要求 

603 校正待ち 

707 過大圧力 

800 ソレノイド過熱 

802 制御用センサ・レンジ外 

803 コントローラ・コミュニケーション 

804 オートチューニング失敗 
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ユーザー交換可能な部品とアクセサリー 
表 21 は、本製品においてユーザー交換が可能な部品またはアクセサリーの部品
番号リストです。製品の取り付け、トレーニング、Gold および Silver Care Plan 
も利用できます。これらの項目およびアクセサリーの詳細については、「フルー
ク・キャリブレーションへのお問い合わせ」を参照してください。 

表 21.ユーザー交換可能な部品とアクセサリー 

説明 Fluke 部品番号 合計数量 

電源コード - 北アメリカ 284174 1 

電源コード - ヨーロッパ 769422 1 

電源コード - イギリス 769455 1 

電源コード - スイス 769448 1 

電源コード - オーストラリア 658641 1 

電源コード - 南アフリカ 782771 1 

電源コード - タイ 4362094 1 

電源コード - デンマーク 2477031 1 

電源コード - ブラジル 3841347 1 

8270A/8370A の安全に関する情報 4938183 1 

Y6270 ラック・マウント・キット取扱説明書 4456631 1 

PCM 取り付けツール:  
6 mm 六角ビット 5010562 1 

ハンドル 5013218 1 

PCM モジュール  STD-40M、圧力制御モジュール、標準ターンダウン 4973867 1 

PCM モジュール  STD-100M、圧力制御モジュール、標準ターンダウン 4913117 1 

W FUSE 2A 250V LONGSB 5X20MM 1297149  1 

7372-2017 NPT マニフォルド (8270A)    4562918 1 

7372-2130 BSP マニフォルド (8270A)       4888420 1 

7372-2131 7/16 20 SAE マニフォルド (8270A)     4888435   1 

7372-2006 DH500 マニフォルド (8370A)     4562809 1 

5700A-2043-01、ゴム脚、モールド式、グレー #7  868786 4 

SK-8270-SERVICE、シールキット、8270 SERVIC 4854942 1 

SK-8370-SERVICE、シールキット、8370 SERVICE 4854974 1 

WT-630564、TILT STAND 2650711   1 

ハンドル  3468883 2 

背面パネル・マニフォルド用ボルト   4560793 4 

ケーブル、アダプター、USB 規格 A から RS232 DB-9 メス、長さ 1.65 
m、W/USB ドライバー CD (ヌル・モデム) 

3525836   1 
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表 21.ユーザーが交換可能な部品とアクセサリー (続き) 

説明 Fluke 部品番号 合計数量 

Y6270 ラック・マウント・キット、19 IN WIDTH、3U   

フルーク・キ

ャリブレーシ

ョンへのお問

い合わせ 

1 

CASE-6270、輸送用ケース、6270A 1 

CASE-PMM 輸送用ケース、3 PMM モジュール 1 

PK-8270-NPT ラインおよびフィッティング・キット、8270A NPT 1 

PK-8270-BSP ラインおよびフィッティング・キット、8270A BSP 1 

PK-8270-7/16 ラインおよびフィッティング・キット、8270A 7/16-20 1 

PK-8370-100M ラインおよびフィッティング・キット、8370A   1 

PMM-CAL-KIT-40M 圧力測定モジュール校正キット、44 MPa 
(6,400 psi) 

1 

PMM-CAL-KIT-100M 圧力測定モジュール校正キット、110 MPa 
(16,000 psi) 

1 

CPS-40M-HC40 汚染防止システム 44 MPa (6,400 psi) 1 

CPS-100M 汚染防止システム 110 MPa (16,000 psi) 1 

TST-40M-HC40、テスト・ステーション、44 MPa (6,400 psi) 1 

TST-100M、テスト・ステーション、110 MPa (16,000 psi) 1 

VA-PPC/MPC-REF-110 真空ポンプ・パッケージ、110 V 1 

VA-PPC/MPC-REF-220、真空ポンプ・パッケージ、220 V 1 

SPLT-40M 自己排出型液体トラップ 44 MPa (6,400 psi) 1 

PK-VLV-Abort-100M 高圧アボート・バルブ 110 MPa (16,000 psi) 1 

COMPASS-P-BAS-SNGL COMPASS ソフトウェア、圧力校正ソフトウェ

ア-Basic 、シングル・ユーザー 
1 

COMPASS-P-ENH-SNGL COMPASS ソフトウェア、圧力校正ソフトウェ

ア–Enhanced、シングル・ユーザー 
1 

COMPASS-P-BAS-L COMPASS for Pressure、追加ユーザー・ライセン

ス、Basic 版 
1 

COMPASS-P-ENH-L COMPASS for Pressure、追加ユーザー・ライセン

ス、Enhanced 版 
1 

PK-VLV-ISO-100M High-Pressure Isolation Valve 110 MPa (16,000 psi) 1 

PK-LV-ISO-40M, Isolation Valve 44 MPa (6,400 psi) 1 

6270-SYS-CBL、6270 システム・ケーブル・キット 1 

GBK-50M,GAS BOOSTER KIT、75:1、61 MPa (8,850 psi)  1 

GBK-110M,GAS BOOSTER KIT、152:1、124 MPa (18,000 psi)  1 

KIT-EMM300、ドック・ステーション付き電気的測定モジュール・キット  1 

PK-PMM-ZERO、PMM 絶対ゼロ調整用相互接続キット  1 
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